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四国中央市
マスコットキャラクター
「しこちゅ～」

表紙：えひめ国体フェンシング少年女子フルーレで攻める村上万里亜選手（三島高校 3年）〔10/2（月）・伊予三島運動公園体育館〕

四国中央市データ

　　９月末日現在（前月比）

人口  男　43,254人  （-15）

　　  女　45,572人  （-10）

　　  計　88,826人  （-25）

世帯　38,949世帯　  （± 0）



たくさんの愛顔と感動をありがとう !!

軟式野球
10/6（金）
浜公園川之江野球場

　軟式野球は、本市を含む 5市町で行われました。
　本市では、1回戦の香川県対千葉県と静岡県対佐
賀県の試合があり、2試合とも 1点を争う接戦とな
りました。

フェンシング
10/1（日）～ 10/4（水）
伊予三島運動公園体育館

　本市からは、成年男子に三好修平選手・北村直之選手・
成田遼介選手、成年女子に福本かな選手・三好茉莉子選手・
向井晴香選手、少年男子に宮﨑悠伸選手、少年女子に向井
達也監督・村上万里亜選手・登尾奈友選手・種田悠希選手
が出場。地元の大声援を受けた愛媛県は、成年男子エペで
第 3位、成年女子サーブルで第 4位に入賞しました。



　9月 30 日（土）に開幕した愛
え が お

顔つなぐえひめ国体は、10 月 10 日（火）に松山市の愛媛県総合運動公園陸上競技場

（ニンジニアスタジアム）で総合閉会式が行われ、11 日間の大会に幕を下ろしました。県内各地で活躍した愛媛県選

手団は、男女総合成績（天皇杯）、女子総合成績（皇后杯）ともに過去最高の 2位となりました。

　大会期間中、本市ではフェンシング、ラグビーフットボール（少年男子）、軟式野球（成年男子）、空手道の 4つの

正式競技が行われ、各競技会場で熱戦が繰り広げられました。

　出場した選手はもちろん、大会運営を支えていただいた国体協力会のみなさん、競技会補助員やボランティアのみ

なさん、関係者のみなさん、たくさんのご声援とご協力ありがとうございました。

ラグビー
フットボール
10/1（日）～ 10/5（木）
スカイフィールド富郷

　15 人制の少年男子が行われ、本市からは宇
都宮伶斗選手・加地貴一選手・山瀬圭一郎選手・
吉岡蓮選手・高橋真洋選手が出場しました。入
賞はなりませんでしたが、選手たちは地元の声
援を受け、堂々とした戦いを見せました。

空手道
10/7（土）～ 10/9（月・祝）
伊予三島運動公園体育館

　組手と形が行われ、成年男子形で本市から
出場した西原啓太選手が第 3位に入賞したほ
か、組手では個人戦で成年男子の 2階級と成
年女子、少年男子、団体戦で優勝するなど愛
媛県選手全員が入賞し、競技別総合優勝を果
たしました。
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めったにないチャンス。

民泊はとても楽しいです！

【受入家庭】
脇　研二さん・有歌さん（柴生町）
【選手】
福塚世

と き ほ

帆選手（左）・巾
はばした

下栞
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奈選手（右）
（和歌山県・フェンシング少年女子）
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各地区で工夫を凝らした選手たちの歓迎会

競技期間中の選手たちをサポート

国体協力会
　市内 20 地区の国体協力会のみなさんのご協力により、フェンシング成年女子・少年男子・少年女子の監督と選手
たちに、朝・夕の食事の提供と一般家庭に宿泊する「民泊」を行いました。また競技会場では、手作りの応援グッズ
を手に、各地区に宿泊する選手たちに大きな声援を送りました。

心を込めて食事の準備

競技会場では選手たちに大声援！

三島長津新宮

川滝

Int
erv

iew

金田

てんま 関川 金生

豊岡



競技会を支えたみなさん

「がんばれ !!」大きな声援が選手たちの力に…

市民ボランティア・競技会補助員



フェンシング成年男子エペ第 3位

三好修平選手

　自分がフェンシングを始めて間もな

く開催が決まったえひめ国体を目標に

頑張ってきたので、優勝したかったで

すね。これまで自分に関わってくれた

人たちからたくさんの応援をもらっ

て、自分の 200％のフェンシングがで

きたのではないかと思います。

空手道成年男子形第 3位

西原啓太選手

　率直な感想は悔しいですが、3 位決

定戦は「勝って終わるぞ」という気持

ちで臨みました。会場に入る前から「愛

媛コール」の応援が聞こえてきて、緊

張がほぐれてすごくありがたかったで

す。今度は、自分の教え子が国体の舞

台に立つ姿を見たいです。

～ラグビーフットボールを学校観戦～

三宅璃
り き

季くん（豊岡小学校 6年）

　ラグビーは初めて見ました。ボールを蹴るところがす

ごくて、得点が入ると盛り上がっておもしろかったです。

～ラグビーフットボールで優勝～

上山黎
れ い や

哉選手（大阪府主将）

　四国中央市には初めて来ましたが、

自然が豊かでいいところだと思います。

グラウンド状態も良く、まちの人たち

もサポートしてくれて、いい環境でプレーできました。

～軟式野球競技補助員～

古
こばやし

林寿
じゅいち

一くん（川之江南中学校 2年）

　グラウンド整備を担当しました。自

分たちとはレベルが違う選手たちのプ

レーを見て勉強になったし、とてもい

い経験になりました。

～軟式野球競技補助員～

由藤太陽くん（川之江北中学校 2年）

　グラウンド整備などを担当しました。

レベルの高い試合が見られて楽しかっ

たです。またこういう機会があったら

やってみたいです。

～家族が空手道競技に出場～

木村真由美さん・心
こ こ な

南さん・

璃
り お

央さん（千葉県船橋市）

　みきゃんはかわいかったし、

蛇口から出るみかんジュース

も飲みました。愛媛の選手は強かったですね。

～市民ボランティアで

　　　総合案内などを担当～

青木博子さん（寒川町）

加地美恵子さん（寒川町）

　最初は緊張しましたが、遠方

から訪れた方たちにお会いし、少し話もできていい経験

になりました。今後も機会があれば、ボランティアをさ

せてもらいたいと思います。

競技会場でいろいろな人にインタビューしました！

福本かな選手（中央）

　4 位という結果は欲

を言えばもっと勝ちた

かったですが、賞状も

持って帰れて、周りの

方々に恩返しできたか

なと思っています。ま

た、民泊ということで地域の人たちも応援に来てくれて、

四国中央市らしい国体になったかなと思います。フェン

シングを多くの人に知ってもらえたし、もっともっと競

技の魅力を伝えていきたいです。

向井晴香選手（左）

　「やっと終わった」というのもありますが、一番は「悔

しい」という思いです。応援がたくさん聞こえてきて、

本当に心強かったです。これからもっと成長して、優勝

できるように頑張ります。

三好茉莉子選手（右）

　もう感謝しかないです。地元の応援には、言い表せな

いぐらいの感謝の気持ちでいっぱいです。生まれたまち

で自分が取り組んできた競技が行われ、そこに自分が出

場することができてよかったです。

～空手道競技補助員～

新
しんぼり

堀鈴
り ん な

奈さん（川之江高校 1年）

大山　遥さん（川之江高校 1年）

石川美結さん（土居高校 1年）

　トップレベルの選手ばかり

で、迫力があるいい試合を見ることができました。団体

戦の準決勝で地元の愛媛県のプラカードを持ち、とても

感動しました。（大山さん）

フェンシング成年女子サーブル第 4位愛顔つなぐえひめ国体　本市開催競技

地元入賞選手インタビュー



　国民保護制度とは、万が一武力攻撃や大規模テロなどが起こった場合に、国・県・市などが協力し、国民の生命及
び財産を守るための仕組みです。正確な情報を把握し、住民に伝え、正しく避難できるようにするとともに、救援や
武力攻撃災害への対処を行います。

問い合わせ先

安全・危機管理課　28-6934国民保護制度

＜国民保護法で対象とする事態＞

生命と財産を守るために

J アラートで情報伝達（防災有線告知システムなど）
　弾道ミサイルが発射された場合、落下するまでにわずかな時間しかありません。
　ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、全国瞬時警報システム（Jアラート）
を活用し、防災有線告知システムで特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、携
帯電話やスマートフォンへの緊急速報メールなどで情報提供を行います。

発生情報入手

外部からの武力攻撃

国（対策本部）

警報の発令
避難措置の指示

警報の通知

避難の指示

○避難が必要な地域
○避難先
○避難の方法・経路

○着上陸侵攻
○弾道ミサイル攻撃
○ゲリラ・特殊部隊による攻撃
○航空攻撃

○危険物質を有する施設への攻撃（原子力事業所や石油コンビナートなど）
○大規模集客施設などへの攻撃（駅や列車、劇場など）
○大量殺傷物質による攻撃（炭疽菌やサリンなど）
○交通機関を破壊手段とした攻撃（航空機による自爆テロなど）

武力攻撃事態 緊急対処事態（武力攻撃に準ずるテロなどの事態）

弾道ミサイルが発射されたら…?

発射情報を確認したら、すぐに避難行動を !
屋外にいる場合

○近くの建物（できればコンクリート造などの頑丈な建物）の中、または地下に避難してください。
○近くに建物がない場合は、物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守ってください。
屋内（自宅など）にいる場合

○できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動してください。
※屋内にいるのに、屋外に出たり避難所へ避難したりすることは大変危険です。発射情報を確認したら、屋内
から出ないようにしましょう !

防災有線告知システム

テレビやラジオによる
警報・避難の指示の放送

住民 家の中や近くの建物内への避難 避難所などへの避難 県境を越える避難

避難実施

消防、警察、自衛隊
とともに避難誘導

市（国民保護対策本部）

県（国民保護対策本部）

警報の伝達

警報の通知・伝達方法

（14ページに関連記事を掲載しています）



内容 対象者 定員 持参品 募集期限・期間 申込方法・申込先参加費講師 ファクス 問い合わせ先

第 13 回四国中央市産業祭
＆第 20 回 JA うまグリー
ンフェスタ

11/18（土）10：00 ～ 16：00

11/19（日）　9：00 ～ 15：00

伊予三島運動公園体育館

JA うまジャジャうま広場

もち投げ　
18 日（土）11：00、15：00 　
19 日（日）10：00、14：00
もち投げ場所：４回全て体育館前

農作物せり市　 
19 日（日）14：10 ～　体育館前
農業振興課　28-6323

農産物展示・地方発送、いりこ販
売、紙加工品展、赤石五葉松盆栽
展、フリーマーケット、各種バザー
など
※ JA うまジャジャうま広場では、
市特産の里芋（伊予美人）を使っ
た「いも炊き」の販売もします

てらの・金砂湖畔広場　
秋の感謝祭

11/5（日）10：00 ～ 15：00

てらの湖畔広場

産直市、田舎料理販売など
観光交通課　28-6187

別子・翠波はな街道サイクリング

2017 同日開催

11/23（木・祝）14：00 ～

霧の森交湯～館　2階

霧の森交湯～館　72-2611

「村上三絃道」
津軽三味線演奏会

第 66 回秋季県展
四国中央市移動展

11/18（土）～ 11/26（日）

9：00 ～ 17：00

（初日は 11:00 から、最終日は

16：00 まで）

■開展式　11/18（土）10：00 ～

福祉会館 4階　多目的ホール

書道、工芸、日本画、洋画、写真、
デザイン
文化振興課　28-6043

11/26（日）15：00 ～ 16：30

ジョイフル川之江店

英語カフェ③

カジュアルな雰囲気で自由な話題
を英語で話しませんか。
英語力を試したい人、キープした
い人、もっと自信をつけたい人、
初心者から上級者まで誰でも大歓
迎です。
ルシア・ジュ（市 CIR)、市 ALT
一般 500 円、会員 200 円
※別途、飲食代が必要です
高校生以上
15 名   
11/22（水）まで
　市国際交流協会　28-6014

開催中～ 11/26（日）

9：00 ～ 17：30（入場は 17：00 まで）

企画展示室

愛媛県総合科学博物館
企画展「東予産業遺産」

東予に残る産業遺産について、写
真やパネルで紹介します。
65 歳以上 260 円、大人（高校生
以上）510 円、中学生以下は無料
総合科学博物館　0897-40-4100

てらの湖畔広場

レンタサイクル無料デー

11/12（日）「愛媛サイクリングの日」
貸出時間 10：00 ～ 15：00
　てらの湖畔広場のレンタサイク
　ル利用者は無料になります。
　観光交通課　28-6187

田舎そばの手打ち体験講座

11/26（日）10：00 ～ 15：00

霧の森交湯～館　2階

郷土料理研修室、研修室 1・2、

図書資料室

田舎そばの手打ち体験講座と昼食会
1500 円 ( 霧の森交湯～館入浴券
付き )
15 名（予約制で先着順）
※バスの送迎（8：40 ～本庁舎、
9：00 ～川之江庁舎）があります
11/3（金・祝）～ 11/10（金）
　霧の森交湯～館　72-2611



あったかなまちづくり活動支援事業

しこちゅー友遊ライブ
ハーモニカ奏者「HaMaNa」
コンサート

12/12（火） 18：30 ～（18：00 開場）

土居文化会館（ユーホール）

クロマティックハーモニカ全国大
会 3 連覇を達成したハーモニカで
歌う「HaMaNa」の演奏をぜひ、ご
堪能ください。
※チケットの販売については、お
問い合わせください
1,000 円
ユアーズ DIO
090-2823-1779（高橋）

ニコニコおしゃべり・
ワンコインコンサート
in しこちゅー

11/18（土） 15：30 ～（15：00 開場）

土居文化会館（ユーホール）

【出演者】
ソプラノ：北野加織さん
ピアノ：藤江圭子さん

北野加織さん藤江圭子さん

一般　500 円
高校生以下　100 円　※全席自由
※前もってのチケットの販売は行
いません。当日受付にて料金をお
支払いください
土居文化会館（ユーホール）
28-6353

11/26（日）10：00 ～ 14：00

てらの湖畔広場・古民家（細川家）

ミニライブ、キッズチアダンス、
ゲームなどがあり、マルシェには、
約 25 店舗集まります。
夢小町実行委員会
090-2787-5051（片山）

第 12 回夢小町
ほっこりマルシェ

とき ところ 内容・対象

11/ 2（木）川之江児童館 1・2歳児主体

11/ 6（月）妻鳥保育園 0歳児主体

11/10（金）川之江体育館 自由遊び主体

11/21（火）川之江図書館 おはなし主体

親子ふれあいあそび

10：00 ～ 11：30

※申し込み不要、誰でも参加できます
体操や手遊び、育児相談

乳児保育所こども村　56-1310

もちつき大会

12/3（日）9：00 ～

みしま児童センター

地域の人たちとふれあい、楽しい
1日を過ごしませんか ?
みしま児童センター　28-6072

12/9（土）13：00 ～ 16：00

県産業技術研究所紙産業

技術センター研究交流棟

県内在住の子ども～大人　 
30 名（抽選）
11/24（金）まで（必着）
参加者全員の住所、氏名、電話番号、
小 ･中 ･高校生の場合は学年を明
記し、往復はがき・ファクス・Eメー
ルのいずれかで応募ください。
※ 1 回の応募で 5 名まで、E メー
ルの応募は必ず件名に「12 月体
験教室応募」と明記してください
　県産業技術研究所 紙産業技術
　センター　58-2144　　
　〒 799-0113　妻鳥町乙 127
58-2145　　
kami-cnt@pref.ehime.lg.jp

水引でクリスマスの
飾りを作ろう

11/12（日）9：00 ～ 12：00

川之江児童館　遊戯室、芝生広場

芝生ひろばであそぼう、ゲーム、
各種バザーなど
※参加者にはプレゼントがある
よ！
川之江児童館　28-6290

児童館まつり



12/17（日）8：30 ～（受付 8：00 ～）

土居総合体育館（アリーナ土居）

第 13回四国中央市綱引大会

1/14（日）8：15 ～受付

土居ふるさと広場（関川河川敷）

第 31回新春やまじっこ
マラソン大会

10km　
一般 / 男子（高校生～ 44 歳）、一
般 / 男子（45 歳～ 59 歳）、一般 /
男子（60 歳以上）、一般 /女子（高
校生以上）
5km

一般 /男子・女子（中学生以上）
3km

一般 /男子・女子（中学生以上）
小学 5・6年生の部 /男子・女子
小学 3・4年生の部 /男子・女子
2km

ジョギングの部（フリー）
一般 2,500 円、高校生 1,000 円、
中学生以下・ジョギングの部 300
円（保険料含む）
参加申込書兼誓約書、参加料を下
記まで持参 ( 現金書留、郵便小為
替も可能で当日消印有効 )
11/30（木）17：00 まで（火曜日
を除く）
　やまじっこマラソン大会実行委
　員会事務局（伊予三島運動公園
　体育館）　28-6071

■応募項目
イベント名「四国まんなか de 愛イ
ベント応募」、郵便番号、住所、氏
名（ふりがな）、性別、年齢、携帯
電話番号、職業、メールアドレス
■応募アドレス

c h i h o u s o u s e i s u i s i n @ c i t y .
tokushima-miyoshi.lg.jp
※えひめ結婚支援センターのホー
ムページからも申し込みできます

12/9（土）11：30 ～ 15：00

（受付 11：00 ～）

ハレとケ珈琲

（三好市池田町大利大西 15）

四国まんなか（三好市・観音寺市・
四国中央市）de愛イベントin三好市
～山の中の廃校カフェでクリスマス～

山の中の廃校(旧出合小学校)を利
用したおしゃれなカフェで、食事を
したり、体験学習(コーヒードリッ
プ講座)を行ったりしながら、素敵
な出会いを見つけませんか。
男性 2,500 円　女性 2,000 円
20歳～ 39歳くらいまでの独身男女
男女各 15 名
※応募多数の場合は抽選
11/21（火）まで（必着）
応募項目を記入し、応募アドレス
へメールで申し込み（申し込み多
数の場合は抽選）

11/26（日） 10：00 ～ 11：35

妻鳥小学校体育館

演題「生きるってどんなこと」
宮内　清さん（四国中央市相生い
グループの会代表）
※自家用車は、体育館西側の運動
場にご駐車ください
四国中央市相生いグループの会
56-7586（前谷）

人づくり講演会

恋するスイーツパーティー

12/17（日）13：30 ～ 17：00

福祉会館 4階　多目的ホール

60 人の独身男女が出会う恋のス
イーツパーティー
男性 3,000 円　女性 2,500 円
20 ～ 39 歳くらいまでの独身男女
60 名（グループ参加も可）
※応募多数の場合は抽選

「恋するスイーツパーティー 2017
四国中央」で検索し、申し込み
フォームからお申し込みください。
えひめ結婚支援センター東予事務所
0897-47-4853

11/11（土）～ 11/19（日）

フジグラン川之江　別館 1階

小中学生の
税に関する習字展

「 税 を 考 え る 週 間 」（11/11 ～
11/17）行事として、市内の小中
学生から応募があった「税に関す
る習字」のうち優秀作品を展示し
ます。
伊予三島税務署　24-5410

地区対抗の部　
選手 6名（内、女性 2名以上）
一般男女混合の部　
選手 6名（内、女性 2名以上）
小学 5・6年生の部

男子・女子　選手 8名
小学 4年生以下の部

男子・女子　選手 8名
市内在住または市内に通勤・通学
する方
12/6（水）まで（火曜日を除く）
　公益財団法人四国中央市体育協会
　28-6071

三好市役所　地方創生推進課
0883-72-7607



川之江秋祭り
10/13（金）～10/15（日）

土居秋まつり
10/13（金）～10/15（日）

伊予三島秋祭り
10/20（金）～10/23（月）四国中央秋祭り

　四国中央秋祭りが市内各所で行われました。 今年の秋祭りの天候は雨が多かったですが、 迫力あるかき夫たちの躍動や指揮者の威勢の良い
掛け声など、 雨にも負けない勇壮な太鼓台に観衆は拍手を送っていました。

【三島御旅所付近】

【妻鳥地区
土地改良
区駐車場】

【土居ふるさと広場 （関川河川敷）】

【三島神社】

【川之江町川之江漁協付近】

【三島神社】

【三島神社】

【川之江町川之江漁協付近】

【妻鳥地区
土地改良
区駐車場】

【土居ふるさと広場 （関川河川敷）】

【土居ふるさと広場 （関川河川敷）】



まちの話題

柔道全国大会での優勝と入賞を報告

　第 14 回全国小学生学年別柔道大会で、髙橋楓
ふ う が

芽く

ん（中曽根小 5 年）が 45 ㌔グラム超級で優勝、谷こ

はるさん（妻鳥小 5 年）が同大会の 40 ㌔グラム級で

5 位入賞を果たしました。また、第 48 回全国中学校

柔道大会では、立川真奈さん（川之江北中 3 年）が

女子個人 70 ㌔グラム級で 3位に輝きました。

9/19 ジュニアオリンピック陸上競技大会に
出場！

　秋山優
ゆ い

衣さん（三島西中3年・VIVID陸上クラブ所属）

と、土井架
か な

和さん（川之江南中 2年・同校陸上部所属）

が、第 48 回ジュニアオリンピック陸上競技大会への

出場報告に市長を訪れました。8 月の同大会県選考会

で、秋山さんが女子 A の 200 ㍍走で、また土井さん

が女子 Bの走り幅跳びで、それぞれ優勝しました。

9/22

パラグライダーで空中散歩！

　塩塚高原で塩塚スカイクラブ（鈴木邦雄会長）主

催の、パラグライダー無料体験会が行われました。

今年はパラグライダーで飛ぶには最高の天候で、定

員を超える参加者たちは「飛ぶ前は少し怖かったけ

ど、空中で見る景色は最高で、とても気持ちよかっ

たです」と声を弾ませていました。

9/24 紙産業技術センターで抄紙体験

　妻鳥町の紙産業技術センターで、愛媛大学産業イ

ノベーション学科 1 年生が抄紙体験を行いました。

参加した 27 人の学生たちは、抄紙に使う機械の説明

を聞いて実際に紙をすいたり、パイロット試験機に

よる実習を見学したりして、紙の製造や分析方法に

ついて学んでいました。

9/26

マドンナジュニア愛媛　
全国大会優勝報告

　8 月に京都市で開催された第 2 回全日本中学女子軟

式野球大会で優勝した県代表チーム「マドンナジュ

ニア愛媛」に所属する市内中学生 4 人が、市長室を

訪れました。キャプテンの吉岡桃子さん（三島東中 3

年）は「みんなで最後まで諦めずに戦えたので良かっ

たです」と話していました。

9/27 川之江南幼稚園おさかな食育教室
～おさかなざんまいランチ～

　川之江南幼稚園で魚食普及推進事業 ( お魚食育教

室 ) が実施されました。この事業は、川之江漁業協

同組合が行っており、園児と保護者たちでアジフラ

イ、いりこ味噌の焼きおにぎり、かまぼこなど 6 品

を調理し、自分たちが作った魚料理をおいしそうに

味わっていました。

9/28



　

「
愛え

が

お顔
つ
な
ぐ 

え
ひ
め
国
体
」

　

「
愛
顔
つ
な
ぐ 

え
ひ
め
国
体
」
が
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

　

県
議
時
代
よ
り
10
年
あ
ま
り
関
わ
っ
て
き
た
私
に
と
っ
て

は
、
感
無
量
の
も
の
が
あ
る
。

　

四
国
中
央
市
で
開
催
さ
れ
た
「
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
」
や
「
綱
引
」

を
含
め
、「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
」、「
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」、「
空

手
道
」、「
軟
式
野
球
」
の
正
式
競
技
種
目
も
、
市
民
の
方
々
や

競
技
団
体
の
み
な
さ
ん
の
献
身
的
な
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
全

国
か
ら
参
加
さ
れ
た
選
手
や
役
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
そ
れ
な

り
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
大
会
運
営
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

　

数
年
来
、
本
番
に
備
え
て
準
備
し
て
き
た
市
担
当
職
員
の
み

な
さ
ん
に
は
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

ま
た
、
県
当
局
、
県
体
協
の
み
な
さ
ん
も
、
中
村
知
事
や
大

亀
会
長
以
下
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
る
ほ
ど
、
国
民
体
育
大
会
は
名
の
如
し
で
あ
り
、
大
変
な

労
力
が
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

多
く
の
み
な
さ
ん
は
、
い
つ
か
懐
か
し
い
出
来
事
と
し
て
、
思

い
出
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
私
も
、
そ
の
一
人

に
な
れ
た
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た
く
、
光
栄
に
感
じ
て
い
る
。

　

愛
媛
国
体
に
関
係
さ
れ
た
多
く
の
み
な
さ
ん
！

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!!

四国中央市長

篠 原  実

まちの話題

東部学校給食センター新築工事起工式

　東部学校給食センター建設予定地（三島中央 1丁目）

で東部学校給食センター新築工事起工式が行われ、市

や工事関係者など約 70 人が、工事が安全に竣工する

ことを祈願しました。式典で篠原市長は「子どもたち

においしい給食を一刻も早く届けられるよう、ご支援

よろしくお願いします」とあいさつしました。

9/29 小富士スポーツ少年団による交通茶屋

　土居町小林の JA うま仕出しセンター前で、小富士

スポーツ少年団（西山雅
まさひろ

啓団長）による交通茶屋が

行われました。参加した同少年団の軟式野球とミニ

バスケットボールチームの選手 27 人や保護者らは、

ドライバーに選手たちの手作りによる交通安全のお

守りなどを手渡し、安全運転を呼びかけました。

9/30

四国中央市採用活動セミナー

　福祉会館で四国中央市採用活動セミナーが開催さ

れました。セミナーには、市内企業 32 社から人事担

当者が参加し、平成 31 年（2019 年）における大学な

どの新規卒業者採用活動の動向や対策などが説明さ

れました。講師のデータを盛り込んだ話に参加した

人事担当者は、熱心に耳を傾けていました。

10/6 県内初、市内県立高校で期日前投票所開設10/16

　市内県立高校で衆議院議員総選挙における期日前

投票所が開設されました。これは、選挙権年齢が 18

歳に引き下げられたことに伴い、高校生が身近に投

票できるようにと行われたものです。選挙権のある

高校生は、自分たちの代表を決める選挙に 1 票を投

じていました。（写真は土居高校での投票風景）



　

医
師
に
よ
っ
て
処
方
さ
れ
る
医
療
用
医
薬

品
か
ら
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
購
入
で
き
る

よ
う
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。

　

対
象
の
医
薬
品
は
、
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
さ
れ
、
一
部
の
製
品
に
は
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
対
象
で
あ
る

こ
と
を
示
す
下
の
識
別
マ
ー

ク
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
の
取
り
組
み
で
す
。

○
特
定
健
康
診
査
（
メ
タ
ボ
健
診
）

○
予
防
接
種

○
定
期
健
康
診
断

○
健
康
診
査
（
人
間
ド
ッ

　

ク
な
ど
）

○
が
ん
検
診

　　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
と
平
成
30
年
度

市
民
税
・
県
民
税
申
告
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

市
民
税
係

　

28
・
６
０
０
９

　

健
康
の
保
持
増
進
及
び
疾
病
の
予
防
へ
の

一
定
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
方
が
、
平
成

29
年
１
月
１
日
以
降
に
「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

医
薬
品
」
を
購
入
し
た
場
合
、
そ
の
年
中
に

支
払
っ
た
合
計
額
が
１
万
２
千
円
を
超
え
る

部
分
の
額
（
上
限
８
万
８
千
円
）
に
つ
い
て
、

申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
控
除
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

※
従
来
の
医
療
費
控
除
と
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん

○
一
定
の
取
り
組
み
（
特
定
健
康
診
査
な
ど
）

　

を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類

○
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬

　

品
の
購
入
金
額
が
わ
か

　

る
明
細
書
（
領
収
書
な

　

ど
を
集
計
し
た
も
の
）

　

使
用
済
小
型
電
子
機
器
と

　

て
ん
ぷ
ら
油
を
回
収
し
ま
す

　　

11
月
18
日
（
土
）、
19
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
る
産
業
祭
会
場
で
、
使
用
済
小
型
電
子

機
器
及
び
廃
食
油
（
て
ん
ぷ
ら
油
）
を
無
料

回
収
し
ま
す
。

※
必
要
な
も
の
は
自
分
で
デ
ー
タ
消
去
し
た

う
え
で
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い

（
例
）
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、

携
帯
電
話
、
携
帯
用
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
機
、

電
卓
な
ど

　

生
活
環
境
課　

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
１
５

　

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う

　　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
み
な
さ
ん
か
ら

受
け
入
れ
し
た
ご
み
の
中
に
違
反
ご
み
が
混

ざ
っ
て
い
て
、
焼
却
炉
内
で
破
裂
す
る
と
い

う
事
例
が
９
月
に
発
生
し
ま
し
た
。

　

故
障
や
排
ガ
ス
異
常
の
原
因
と
な
り
、
ご

み
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
ま

し
ょ
う
。

　

詳
し
い
分
別
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
「
保
存
版
ご
み
の
出
し
方
・

分
け
方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

生
活
環
境
課　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
　

　

28
・
６
０
８
０

…
日
時

…
場
所

…
内
容

…
対
象
者

…
定
員

…
持
参
品

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
参
加
費

…
講
師

…
ほ
か
の
情
報

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

　　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
全
国
一
斉
情
報

　

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

　　

11
月
14
日
（
火
）
11
時
ご
ろ

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練
を
全
国
一
斉
に
行

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
全
域
に
防
災
有
線
告
知
シ

ス
テ
ム
か
ら
音
声
に
よ
る
放
送
と
、
登
録
さ

れ
て
い
る
方
に
は
防
災
・
広
報
メ
ー
ル
を
配

信
し
ま
す
。

※
気
象
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す

※
防
災
・
広
報
メ
ー
ル
の
登
録
方
法
に
つ
い

て
は
、
広
報
10
月
号
の
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

※
７
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載

　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
４

お
知
ら
せ

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
　

　
　（
医
療
費
控
除
の
特
例
）

　
　
　
　
　
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

一
定
の
取
り
組
み
と
は
？

申
告
に
必
要
な
も
の
は
？

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
っ
て
？

い
つ
か
ら
始
ま
る
の
？



　

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
、
社
会
保

　

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

　　

今
年
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
の
際
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
の
際
に
必
要
な
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、
日
本

年
金
機
構
よ
り
11
月
上
旬
ご
ろ
か
ら
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

※
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
た
場

合
、
そ
の
保
険
料
も
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す

　　　　

日
本
年
金
機
構

　

「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

（
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け
る
場
合
、

03
・
６
６
３
０
・
２
５
２
５
）

問
い
合
わ
せ
受
付
日
時

　

平
成
30
年
３
月
15
日
（
木
）
ま
で

　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

第
２
土
曜
日　

９
時
～
17
時

※
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
ま
で
は
利

用
で
き
ま
せ
ん

　

愛
媛
県
版
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
を

　

配
布
し
て
い
ま
す

　　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
義
足
や
人
工
関
節
を

使
用
し
て
い
る
方
、
内
部
障
が
い
や
難
病
の

方
、
ま
た
は
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、
外
見
か

ら
は
分
か
ら
な
く
て
も
援
助
を
必
要
と
し
て

い
る
方
々
が
、
周
囲
の
人
に
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助

を
得
や
す
く
な
る
よ
う
作
成
さ
れ
た
マ
ー
ク

で
す
。

　
得
ら
れ
る
配
慮
の
例

○
電
車
・
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
で
の
優

先
座
席
の
利
用

○
駅
や
商
業
施
設
で
声
を
か
け
て
も
ら
う
な

ど
の
配
慮

○
災
害
時
に
、
安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
配
慮

配
布
場
所

　

本
庁
生
活
福
祉
課
ま
た
は
各
庁
舎
福
祉
窓
口

　

生
活
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

　

28
・
６
０
２
３

　　

三
島
川
之
江
Ｉ
Ｃ
閉
鎖
（
３
夜
間
）

　

高
速
道
路
ご
利
用
の
方
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

11
月
20
日
（
月
）
夜
～
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

朝
ま
で
（
各
日
20
時
～
翌
朝
６
時
）

迂う

回か
い

路

　

国
道
11
号
、
国
道
32
号
、
国
道
１
９
２
号

　

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
愛
媛
高
速
道

路
事
務
所　

０
８
９
・
９
０
５
・
０
１
８
１

　

野
良
猫
へ
の
エ
サ
や
り
は
ダ
メ

　　

無
責
任
な
エ
サ
や
り
に
よ
り
野
良
猫
が
増

加
し
、
糞
尿
に
よ
る
悪
臭
や
住
居
の
侵
入
な

ど
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

猫
は
栄
養
状
態
が
良
い
と
年
に
３
、
４
回

出
産
し
ま
す
。
猫
が
増
え
す
ぎ
る
と
、
感
染

症
の
流
行
や
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

「
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
エ

サ
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
か
わ
い
そ
う
」

な
野
良
猫
が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
無
責
任
な
エ
サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
環
境
課　

28
・
６
１
４
５

　

本
人
通
知
制
度
登
録
更
新
手
続
き

　　

本
人
通
知
制
度
と
は
、
戸
籍
謄
本
、
住
民

票
な
ど
を
、
本
人
以
外
の
第
三
者
や
代
理
人

に
交
付
し
た
際
に
、
そ
の
こ
と
を
本
人
に
通

知
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
が
始
ま
っ
た
の
は
平
成
26
年
12

月
１
日
で
、
登
録
有
効
期
間
が
３
年
の
た
め
、

登
録
し
て
い
る
方
は
今
後
順
次
期
間
の
満
了

日
を
迎
え
ま
す
。

　

継
続
を
希
望
す
る
方
は
、
更
新
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
自
動
的
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

※
更
新
手
続
き
は
期
間
満
了
日
の
１
か
月
前

か
ら
で
き
ま
す

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
申
請
書
（
窓
口
備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

○
窓
口
に
来
る
方
の
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

　

な
ど
の
本
人
確
認
書
類

○
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

○
法
定
代
理
人
の
場
合
は
そ
れ
を
証
す
る
書
類

受
付
場
所
・
時
間

　

各
庁
舎
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
便
で
の
手
続
き
も
で
き
ま
す

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー　

28
・
６
０
１
３

愛媛県版
「ヘルプマーク」

控除証明書見本



　

新
宮
ふ
る
さ
と
小
包
（
冬
便
）

　　

新
宮
町
の
ふ
る
さ
と
の
味
と
香
り
を
詰
め

た
「
新
宮
ふ
る
さ
と
小
包
」（
冬
便
）
は
い

か
が
で
す
か
。

　

お
茶
う
ど
ん
、
乾
し
し
い
た
け
、
こ
ん
に
ゃ

く
、
杵
つ
き
餅
、
焼
き
菓
子
、
煎
茶
、
お
茶

加
工
品
（
菓
子
）、
里
芋
（
伊
予
美
人
）

※
ク
ー
ル
便
で
は
あ
り
ま
せ
ん

数
量　

１
２
０
個
限
定

　

11
月
１
日
（
水
）
～
11
月
24
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時　

※
土
・
日
・
祝
日
除
く

　

１
箱
３
９
８
０
円
（
消
費
税
・
送
料
込
み
）

発
送
日　

12
月
13
日
（
水
）

　
　

観
光
交
通
課
（
新
宮
ふ
る
さ
と
友
の
会
事

務
局
）　

28
・
６
１
８
７

　　

認
知
症
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り

　

講
演
会　

※
要
予
約

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
取
り
組
め
る
認
知
症

予
防
の
た
め
の
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
、
楽
し
み
な
が
ら
体
験
で
き
る
講
演
会
で

す
。

　

11
月
28
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時

　

（
受
付
13
時
～
）

　

土
居
文
化
会
館
（
ユ
ー
ホ
ー
ル
）

　

２
階　

大
会
議
室

　

１
０
０
名

　

愛
媛
県
作
業
療
法
士
会

　

動
き
や
す
い
服
装
で
、
水
分
補
給
の
た
め

の
飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７

　

権
利
擁
護
講
演
会　

※
予
約
不
要

　　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
脳
の
病

気
で
す
。
そ
の
病
気
に
か
か
っ
た
時
、
あ
な

た
の
大
切
な
財
産
を
ど
う
守
り
ま
す
か
？

　

そ
の
答
え
が
わ
か
る
講
演
会
で
す
。
初
め

て
の
方
に
も
分
か
り
や
す
い
の
で
お
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

演
題

「
知
っ
て
お
き
た
い
、
明
日
の
わ
が
身
を
守

る
た
め
～
成
年
後
見
制
度
と
遺
言
～
」

　

11
月
２
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

寒
川
公
民
館

　

11
月
21
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時

　

天
満
公
民
館

　

11
月
29
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時

　

金
生
公
民
館

　

司
法
書
士
、
社
会
福
祉
協
議
会

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７

　

11
月
９
日
～
15
日

　

「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
」

　
平
成
29
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
こ
の
季
節
、

一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
重
要
性
を
自
覚
し
、

火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
本
部　

予
防
課　

28
・
６
９
３
７

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
事
業

　　

平
成
29
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成

を
受
け
て
、
川
之
江
南
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

照
明
改
修
工
事
と
伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育

館
格
技
室
の
畳
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
金
に
よ
り
整
備

さ
れ
た
施
設
に
は
下
の
看
板

な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課

　

28
・
６
０
４
６

　　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
説
明
会

　

集
団
予
防
接
種
の
際
の
注
射
器
の
回
し
打

ち
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
被
害
に

関
し
、
国
か
ら
和
解
金
支
払
い
な
ど
の
救
済

を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

11
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
～
１
時
間
程
度

　

新
居
浜
テ
レ
コ
ム
プ
ラ
ザ
３
階　

会
議
室

　

（
新
居
浜
市
坂
井
町
２
・
３
・
17
）

　

予
約
、
参
加
費
不
要

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
事
務
局

　

０
１
２
０
・
10
・
６
５
８
９

　　

11
月
・
12
月
は
市
町
村
税
・
県
税　

　

一
斉
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す

　

県
と
県
内
全
市
町
、
愛
媛
地
方
税
滞
納
整

理
機
構
が
協
力
し
て
預
金
、
給
与
、
自
動
車
、

不
動
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
は
じ
め
と
し

た
、
滞
納
整
理
に
集
中
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

税
務
課　

収
納
係　

28
・
６
０
１
１

　　

経
営
者
・
人
事
責
任
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

愛
媛
で
働
き
た
い
県
内
外
の
10
万
人
に

「
選
ば
れ
る
」
方
法
、「
働
き
た
い
人
」
獲
得
・

新
採
用
戦
略
と
は
？

　

11
月
16
日
（
木
）
10
時
～
12
時

　

（
受
付
９
時
30
分
～
）

　

市
民
会
館
川
之
江
会
館　

大
ホ
ー
ル

　

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
難

し
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

http://www.hr-s.co.jp/ehime-seminar/

　

株
式
会
社
い
よ
ぎ
ん
地
域
経
済
研
究
セ
ン

タ
ー　

０
８
９
・
９
３
１
・
９
７
０
５



　

お
店
選
び
は
Ｓ
マ
ー
ク
で

　　

厚
生
労
働
大
臣
許
可
の

Ｓ
マ
ー
ク
を
表
示
し
て
い

る
理
容
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
、
美
容
店
、
め
ん
類

飲
食
店
な
ど
は
安
全
、
安

心
、
清
潔
を
約
束
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー　

０
８
９
・
９
２
４
・
３
３
０
５

　　

母
子
家
庭
等
就
職
準
備
・
離
職
転
職

　

セ
ミ
ナ
ー

　

12
月
12
日
（
火
）
10
時
～
15
時

　

西
条
市
佐
伯
記
念
館
・
郷
土
資
料
館　

研

修
室
（
西
条
市
丹
原
町
池
田
１
７
１
１
・
１
）

　

「
仕
事
の
探
し
方
」「
無
料
職
業
紹
介
事
業

に
つ
い
て
」「
私
の
適
職
選
び
～
一
歩
踏
み

込
ん
だ
応
募
書
類
を
書
く
メ
リ
ッ
ト
～
」
な
ど

　

30
名　

※
受
講
料
無
料

　

11
月
30
日
（
木
）
ま
で

　

こ
ど
も
課　

28
・
６
０
２
７

　

一
般
財
団
法
人
愛
媛
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会　

０
８
９
・
９
０
７
・
３
２
０
０

　　

第
１
回
西
条
ふ
れ
あ
い
矯
正
展

　

12
月
２
日
（
土
）
９
時
～
15
時

　

西
条
刑
務
支
所
（
西
条
市
玉
津
１
・
２
）

　

施
設
見
学
、
刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
、

性
格
検
査
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

　

ご
来
場
の
際
は
、
株
式
会
社
レ
ク
ザ
ム
西

条
工
場
南
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

無
料
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

西
条
刑
務
支
所

　

０
８
９
７
・
55
・
３
０
２
０

　　

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

　

労
働
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
会
社
に

人
が
集
ま
る
で
し
ょ
う
か
。

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」

で
す
。

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
１

人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
す
ぐ
に
労

働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
の
加
入
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室　

　

０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２

　

新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

　

０
８
９
７
・
37
・
０
１
５
１

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
国
中
央

　

24
・
５
７
７
０

　　

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等
説
明
会

　

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
導
入
の
準
備
が

円
滑
に
進
む
よ
う
、
事
業
者
の
み
な
さ
ん
を

対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

11
月
15
日
（
水
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階　

大
会
議
室

　

（
中
曽
根
町
５
０
０
番
地
）

　

伊
予
三
島
税
務
署

　

個
人
課
税
部
門　

24
・
５
４
１
２

　

法
人
課
税
部
門　

24
・
５
４
１
３

　　

え
ひ
め
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

11
月
15
日
（
水
）
13
時
30
分
～
16
時

　

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館

　

（
松
山
市
道
後
公
園
１
・
30
）　

　

講
演
及
び
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る

方
々
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

羽
藤
英
二
さ
ん
（
東
京
大
学
教
授
）

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

　

県
都
市
計
画
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
７
３
８

　　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

11
月
８
日
（
水
）、
29
日
（
水
）

　

18
時
～
19
時

　

福
祉
会
館
３
階　

会
議
室
１

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６

　　

差
し
押
さ
え
不
動
産
合
同
公
売
会

　

12
月
６
日
（
水
）
13
時
～

　

愛
媛
県
中
予
地
方
局
７
階　

大
会
議
室　

　

（
松
山
市
北
持
田
町
１
３
２
番
地
）

　

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

　

０
８
９
・
９
１
３
・
５
８
０
０

　

高
松
国
税
局
特
別
整
理
第
一
部
門

　

０
８
７
・
８
３
１
・
３
１
１
１

　　

み
ん
な
の
防
災
学
習
会

東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
を
忘
れ
な
い
で
！

　

11
月
16
日
（
木
）
18
時
30
分
～

　

福
祉
会
館
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

燧
灘
防
災
会
（
大
西
）

　

０
９
０
・
４
７
８
１
・
４
９
０
７



　

精
神
障
が
い
者
家
族
の
た
め
の

　

家
族
教
室

　

精
神
障
が
い
者
の
ご
家
族
の
た
め
に
、
病

気
に
対
す
る
理
解
や
情
報
共
有
を
目
的
に

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
が
自
分
ら
し
く
笑
顔
で
暮
ら
す
た
め

に
、
家
族
も
笑
顔
で
健
康
に
暮
ら
す
こ
と
を

テ
ー
マ
に
話
し
ま
す
。

　

11
月
22
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時

　

四
国
中
央
市
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

　

家
族
の
こ
こ
ろ
の
健
康
～
ご
家
族
自
身
が

元
気
を
保
つ
た
め
に
～
、
座
談
会

　

市
民
で
精
神
障
が
い
者
の
ご
家
族
の
方

　

舩
戸
智
寿
子
さ
ん
（
臨
床
心
理
士
）

　
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

風
楽
里

　

58
・
７
０
３
３

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
方
の
当
事
者
会　

　

「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
方
が
定
期
的
に
集

い
、
話
を
し
た
り
、
自
身
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
り
す
る
会
を
年
数
回
開
催
し
て
い
ま

す
。

　　

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

ジ
ョ
ブ
あ
し
す
と
Ｕ
Ｍ
Ａ

　

23
・
６
５
５
８
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

　

jobassist@lagoon.ocn.ne.jp

　　

第
７
回
四
国
中
央
市
紙
の
ま
ち

　

新
春
競
書
大
会
参
加
者
募
集

　

平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）
９
時
～
12
時

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

　

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

　

12
月
１
日
（
金
）
ま
で

　

指
定
の
応
募
用
紙
を
所
属
の
小
中
学
校
へ

提
出
（
市
外
の
小
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る

方
は
文
化
振
興
課
へ
提
出
）

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
所
属
の
小
中
学
校
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い

　

文
化
振
興
課　

28
・
６
０
４
３

　　

刈
払
機
取
扱
・
植
木
剪
定
講
習

　

受
講
生
募
集

　

11
月
22
日
（
水
）
～
12
月
５
日
（
火
）

　

四
国
中
央
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部

（
金
生
町
下
分
８
２
５
・
１
）

　

25
名

　

11
月
７
日
（
火
）・
９
日
（
木
）・
13
日
（
月
）

の
９
時
～
11
時
の
間
に
、
四
国
中
央
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

公
益
社
団
法
人
愛
媛
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会 

０
８
９
・
９
１
５
・
１
４
２
０

障
が
い
の
あ
る
方
へ

　

女
性
消
防
団
員
募
集
！

　

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
生
か
し
て
、
市

民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
消
防
団
活

動
に
参
加
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
18
歳
以
上
の
方

○
健
康
で
消
防
団
活
動
に
参
加
で
き
る
方

活
動
内
容

○
消
防
団
行
事
へ
の
参
画
（
出
初
式
、
各
種

　

訓
練
な
ど
）

○
火
災
予
防
、
地
域
防
災
な
ど
の
広
報
・
啓

　

発
活
動

○
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動

　

12
月
25
日
（
月
）
ま
で

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

安
全
・
危
機
管
理
課　

28
・
６
９
３
５

募　

集

　　

「
四
国
中
央
市
・
み
す
ゞ
塾　
　
　

　

２
０
１
８
」
塾
生
募
集

　

平
成
30
年
１
月
開
講
。（
原
則
月
１
回
）

　

「
遊
び
の
塾
」
で
お
芝
居
に
挑
戦

（
川
之
江
・
三
島
地
域
、
土
居
地
域
）

　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
75
歳
く
ら
い
ま
で

　

２
地
域
４
講
座　

各
15
名
程
度

　

12
月
22
日
（
金
）
ま
で

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

参
加
費
必
要

　

田
辺
国
武
さ
ん
（
ふ
る
さ
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

文
化
振
興
課　

28
・
６
０
４
３

　

四
国
中
央
市
み
す
ゞ
塾
事
務
局

　

０
９
０
・
６
８
８
２
・
３
３
０
８

　　

平
成
30
年
度
新
宮
小
中
学
校

　

児
童
生
徒
募
集

募
集
学
年

　

新
小
学
１
年
生
～
新
中
学
２
年
生

募
集
人
員

　

各
学
年
１
～
５
名
程
度
（
た
だ
し
、
平
成

30
年
度
の
募
集
は
、
全
体
で
10
名
程
度
）

申
請
期
間

　

11
月
１
日
（
水
）
～
21
日
（
火
）

※
詳
し
く
は
広
報
10
月
号
を
ご
覧
に
な
る
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

　

学
校
教
育
課　

28
・
６
０
４
５



相談名 日時・場所 内容・対象など 問い合わせ先

「女性の人権ホットライ
ン」強化週間における
電話相談

11/13（月）～ 11/19（日）

8：30 ～ 19：00（土、日曜

日は 10：00 ～ 17：00）

全国統一電話番号

0570-070-810（ナビダイヤル）

女性の人権問題（DV、セク

シャル・ハラスメント、女

性差別など）に関するあら

ゆる相談

※秘密は厳守されます

松山地方法務局　

089-932-0888

東予若者サポートス
テーション出張相談（要
予約）

11/6（月）、11/13（月）、

11/20（月）

13：00 ～ 17：00

ハローワーク四国中央 1 階

相談室

就職でお悩みの 15 ～ 39 歳

の方、またはその保護者

1 人 1 時間の相談で 1 日 4

名まで

東予若者サポートステーション

0897-32-2181

新居浜市繁本町 8-65

無料特許相談
（要予約）

12/4（月）

13：00 ～ 16：00

四国中央商工会議所

相談日の 5 日前までに電話

予約

四国中央商工会議所

特許相談係　58-3530

不動産無料相談

11/18（土）

10：00 ～ 16：00

伊予三島運動公園体育館

（産業祭会場内）

予約は要りません

（公社）愛媛県宅建協会

四国中央地区連絡協議会　

24-2235

青少年の生活悩み相談
9：00 ～ 20：00 の間で随時

自立援助ホームてぃーだ

電話または面接

15 ～ 20 歳または保護者な

どが対象

自立援助ホームてぃーだ

74-3538

土居町小林 18-3

無 料 相 談 お気軽にご相談ください

相　

談

　　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

平
成
29
年
度
標
語

「
い
ち
は
や
く
知
ら
せ
る
勇
気
つ
な
ぐ
声
」

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問

題
で
す
。
大
人
に
は
子
ど
も
を
守
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
・
連
絡
先

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル　

　

１
８
９

　

愛
媛
県
東
予
子
ど
も
・
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
９
８
７
・
43
・
３
０
０
０

　

こ
ど
も
課　

28
・
６
０
２
７　
　

　

緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番
ま
た
は

　

四
国
中
央
警
察
署　

24
・
０
１
１
０

　

未
成
年
者
の
高
額
ゲ
ー
ム
課
金
注
意

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
が
身
近
に
な
り
、
未
成
年
者
に

よ
る
高
額
な
ゲ
ー
ム
課
金
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

28
・
６
１
４
３

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１い

８や

８や

内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコン文字入力講座
※要事前申し込み

11/10～11/24　毎週金曜日
10：00 ～ 12：00

福祉会館 3階　会議室・障がいピ
アサポートセンター（商工会館）

障がいピアサポート
センター　24-0439

県委託療育等支援事業
（講師派遣など）

随時
支援の必要な方が通う事業所、
幼稚園、保育園、学校など

澄心ぽれぽれ
080-4659-8014

こども課ひろば活動療育
支援事業（親子あそび・相談）

週 2回（火・金曜日）
みしま児童センター・
川之江児童館

澄心ぽれぽれ
080-4659-8014

障がい者の就労相談・支援
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3丁目 13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558（ファクス兼）

障がいのある方へ　相談・支援事業



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※要予約会場の受付は相談日前日 17：15 まで　 

11/ 1（水）13：00 ～ 15：00 受付  川之江庁舎旧館1階　会議室

 社会福祉
 協議会

28-6127

11/10（金） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

11/15（水）13：00 ～ 15：00 受付  川之江庁舎旧館1階　会議室

11/20（月） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

11/22（水） 13：30 ～ 15：30  土居福祉センター※要予約

12/ 6（水）13：00 ～ 15：00 受付  川之江庁舎旧館1階　会議室

 司法書士相談　※相談日前の平日 17：15 までに要予約

11/ 6（月） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3
 社会福祉
 協議会

28-6127

11/ 8（水） 13：00 ～ 16：00  川之江庁舎旧館1階　会議室

11/15（水） 13：00 ～ 16：00  土居福祉センター

12/ 5（火） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3

 人権相談

11/20（月）10：00 ～ 12：00  土居福祉センター 人権施策課

28-607312/ 4（月）13：00 ～ 15：00  川之江庁舎 1階　相談室

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407

 年金出張相談　※要予約

11/ 2（木）10：00 ～ 14：30 受付  朝日文化会館 1階  新居浜
 年金事務所

（0897）
35-1445

11/16（木）10：00 ～ 14：30 受付  朝日文化会館 1階

12/ 7（木）10：00 ～ 14：30 受付  朝日文化会館 1階

12/21（木）10：00 ～ 14：30 受付  朝日文化会館 1階

 行政相談　

11/ 6（月） 10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

総務課

28-6002

11/10（金）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

11/13（月）  9：00 ～ 12：00  土居庁舎 1階　会議室

11/21（火）13：30 ～ 15：30  川之江庁舎 1階　相談室

11/27（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

11/ 2（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　宿直室

 市民くらし
 の相談課

28-6143

11/ 7（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

11/ 9（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

11/14（火） 9：00 ～ 11：30  土居庁舎 1階　会議室

11/16（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

11/30（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

12/ 5（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

12/ 7（木） 9：00 ～ 11：30  川之江庁舎 1階　相談室

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 市民くらしの相談課
 （本庁 2階）

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893

11 月の相談日程

今月の納期
国民健康保険料　5期分

後期高齢者医療保険料　5期分

介護保険料　5期分

保育園保育料　11 月分

幼稚園使用料　11 月分

市営住宅使用料　11 月分

市営住宅駐車場使用料 11 月分

※納期限　11 月 30 日（木）

水道料金　10 月分

下水道使用料　10 月分

※納期限　 11 月 10 日（金）

　65 歳から 74 歳までの方で一定の

障がいのある方は、後期高齢者医療

保険に加入できます。

　詳しくは、お問い合わせください。

　国保医療課　後期高齢者医療係

　28-6017

もの忘れ相談（予約制）
　11/15（水）13：30 ～ 14：30

　福祉会館 2階　高齢介護課

　１人 30 分程度で 2名まで

相談医師　

　田所利彦さん（豊岡台病院）

※すでに専門医を受診されている方

は対象外で、ご家族のみの相談も可

　　高齢介護課　地域包括支援セン

ター　28-6147

もの忘れチェック体験
　心配なもの忘れを早期に発見し、

予防に取り組めるよう、パソコンを

使ったタッチパネル式の「もの忘れ

相談プログラム」を体験できます。

1人 5分程度で簡単にできます！

○ 11/14（火）10：30 ～ 11：30

　新宮高齢者生活福祉センター

○ 11/14（火）10：30 ～ 12：00

　妻鳥公民館

○ 11/21（火）13：30 ～ 15：00

　川之江庁舎 1階　福祉窓口

　高齢介護課　地域包括支援セン

ター　28-6147



川
之
江
図
書
館

講
演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

※
無
料

　

11
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時

　
「
絵
本
の
ひ
み
つ
～
絵
本
の
知
と
読
み
聞

か
せ
の
心
～
」

　

余よ

郷ご
う

裕
次
さ
ん
（
鳴
門
教
育
大
学
大
学
院

教
授
）

　
　

一
般　

50
名　

※
要
申
し
込
み

　

筆
記
用
具

　

11
月
１
日
（
水
）
～

朗
読
会

　

11
月
26
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

三
島
図
書
館

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ　

お
ひ
さ
ま
劇
場　

　

11
月
26
日
（
日
）
10
時
～
11
時

　
「
お
お
か
み
と
七
ひ
き
の
こ
や
ぎ
」「
瓜う

り

子こ

姫ひ
め

と
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」

　

乳
幼
児
～
一
般
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

　

先
着
１
０
０
名　

※
要
申
し
込
み
、
無
料

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
公
演
後
30
分
程
度
）

　

乳
幼
児
～
一
般
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

　

先
着
20
組
（
人
形
劇
観
覧
者
限
定
）

読
書
講
演
会
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」　

※
無
料

　

お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し
合
う
「
読
書

会
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

12
月
２
日
（
土
）　

13
時
30
分
～

　
お
や
こ
図
書
館

お
や
こ
で
ス
ト
レ
ッ
チ　

※
無
料

　

11
月
25
日
（
土
）
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

年
中
児
～
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　

15
組　

※
要
申
し
込
み

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物　

※
動
き
や
す
い
服
装
で

　

薦せ
ん

田だ

亮
志
さ
ん

土
居
図
書
館

果
樹
の
育
て
方
楽
し
み
方　

※
無
料

　

11
月
29
日
（
水
）
10
時
30
分
～

　

土
居
文
化
会
館
（
ユ
ー
ホ
ー
ル
）
１
階

リ
ハ
ー
サ
ル
室

　

一
般

　

30
名　

※
要
申
し
込
み

　

可
部
耕
太
郎
さ
ん（
四
国
中
央
農
業
指
導
班
）

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う

　

12
月
６
日
（
水
）
９
時
～

　

１
組
２
０
０
円　

※
当
日
集
金

　

11
月
７
日
（
火
）
～

11 月の休館日

川之江図書館

三島図書館

毎週月曜日
30（木）
おやこ図書館

毎週月曜日
3（金）、23（木）
30（木）
土居図書館

毎週月曜日　
4（土）、24（金）

川之江図書館　28-6256
三島図書館　　28-6053
土居図書館　　28-6354
おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

そ
の
ほ
か
の
お
は
な
し
会
の
日
程
な
ど
は
、
紙

の
ま
ち
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
各
図

書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

イ
ベ
ン
ト
情
報

じ
ん
け
ん
広
場

　市民一人ひとりが人権意識を高め、全ての市民がお互いの人権を尊重し、差別のない明るい、幸せな暮

らしが実現するよう、みなさんぜひご参加ください。

　　11/26（日）13：00 ～ 16：30　土居文化会館（ユーホール）　大ホール

　13：00 ～       : 開場

　13：30 ～ 13：35　開会あいさつ

　13：35 ～ 14：00　小学生人権メッセージ・中学生人権作文発表と表彰式

　14：00 ～ 15：30　人権講演会　

　 　　　　　　　　演題　「いのち・語り・つながる同和教育」

　         　　　　講師　坂田かおりさん（部落解放同盟鳥取県連合会西部地区協議会女性部部長）

　13：00 ～ 16：30　交流ブース・人権作品展示

　手話通訳、要約筆記を行います。

　保育室を準備しますので、託児（就学前、小学低学年）をご希望される場合は、11/10（金）までに申

　し込みください。　　

　　人権施策課　28-6073

2017　四国中央市人権のつどい

　　11/29（水）19：30 ～ 21：00　寒川公民館

　　12/ 6（水）19：30 ～ 21：00　川滝公民館

　　12/ 8（金）19：30 ～ 21：00　天満公民館

　人権コンサート「いのちの根っこにある人権」

　繁
しげ

桝
ます

義
よし

一
かず

さん（愛媛県立大洲高等学校教諭）

　人権施策課　28-6073

人権のまちづくり講演会
　11/11（土）19：30 ～ 21：00

　　川之江隣保館　28-6254

人権の日学習会



※ 10 月から、川之江、新宮地域の方の健診・育児相談場所を変更しています。対象の方で、距離的な問題でどうし
ても受診できない方はご相談ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

四国中央市保健センター 28-6054  保健推進課川之江庁舎窓口 28-6214   保健推進課土居庁舎窓口 28-6350問

乳幼児健診・育児相談・妊婦相談

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳 6か月児健診 3歳児健診

Ｈ29年 6月生 Ｈ29年 7月生 Ｈ28年 4月生 Ｈ28年 5月生 Ｈ26年10月生 Ｈ26年11月生

川之江
新宮

12/4（月）
13：30～ 15：00

11/9（木）
13：00 ～ 13：45

12/7（木）
13：00 ～ 13：45

11/16（木）
13：00 ～ 13：45

12/14（木）
13：00 ～ 13：45

11/17（金）
13：00 ～ 13：45

12/1（金）
13：00 ～ 13：45

※妻鳥公民館 ※四国中央市保健センター

伊予三島
11/30（木）
13：30～ 15：00

11/14（火）
13：00 ～ 13：45

12/12（火）
13：00 ～ 13：45

11/28（火）
13：00 ～ 13：45

12/19（火）
13：00 ～ 13：45

11/7（火）
13：00 ～ 13：45

12/5（火）
13：00 ～ 13：45

四国中央市保健センター 　

土居
11/10（金）
10：00～ 11：30

12/8（金）13：00 ～ 13：45
※対象はＨ 29 年 7 月生・8月生

土居こども館 土居庁舎 1階　 四国中央市保健センター

四国中央市保健センターで受診できない土居地域の方
は、土居文化会館（ユーホール）で行われる1歳6か月児・
3歳児健診にお越しください
とき：12/15（金）13：00 ～ 13：45

  ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる

ことや、相談したいことはありませんか？

■とき・ところ

　 11/13（月）、12/4（月）

　 9：00 ～ 12：00

　 四国中央市保健センター

■内容　健康相談、血圧測定、尿検査、体脂肪測定、

　　　　血管年齢測定、唾液ストレスチェックなど

■申し込み・問い合わせ先　四国中央市保健センター

                          28-6054

♪　からだとこころの健康相談 （予約制 ・無料）

後期高齢者無料歯科口腔健康診査

　県後期高齢者医療の被保険者の方を対象に、無料の歯科口腔健診を実施しています。お口の健康は、おいしい

食事、楽しい会話はもちろんのこと、全身の健康にもつながります。ぜひ歯科口腔健康診査を受診してください。

対象者　　県後期高齢者医療の被保険者の方 (被保険者とは 75 歳以上または、65 歳から 74 歳で一定の障がい

　　　　　があり県後期高齢者医療広域連合に認められた方です。）

健診項目　問診、歯の状態（現在ある歯や咬む力などの確認 )、口腔機能評価 (口の中の健康診査 )、保健指導

申込方法　県後期高齢者医療広域連合に電話、ファクスまたは Eメールで申し込み（その後クーポン券や受診

　　　　　票などが届きます）

受診期間　平成 30年 2月 28 日 (水 )まで　

受診方法　クーポン券などが届いたら、健診実施歯科医院に事前予約をし受診してください。

受診場所　県後期高齢者医療広域連合と愛媛県歯科医師会のホームページにも掲載しています。

注意事項　無料で歯科口腔健診を受診できるのは、1 年度内につき 1 回です。2 回目以降の健診料は自己負担に

　　　　　なります。なお、重複受診が判明した揚合は費用を請求させていただきますのでご注意ください。

問い合わせ先　県後期高齢者医療広域連合　089-911-7733



　

◎急患医療センター （内科 ・小児科）

　56-1913　妻鳥町 1501-1（妻鳥小学校西側）

　【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30　

　　　　　 　（日曜・祝日は休診）

※急患医療センターの診療は、 宇摩医師会の有志の先生方の

ご協力により実施しています。

急病などで困った時は !

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）

　23-5990

　消防署につながります。自動音声でその日の夜間

　救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン

　ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内　　28-9119

　消防署につながります。担当者が症状などを聞いて

　どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談　

  089-913-2777 または ＃ 8000（携帯・プッシュ回線）

　医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療

　機関での受診についてアドバイスします。

お願い

　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。

■とき　11/24（金）9：30 ～ 11：30

■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習

■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者

■定員　10 名  

■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、　

　　　　　バンダナ、手拭きタオル

■申込期限　11/20（月）まで

■ところ・申し込み先　四国中央市保健センター

                      28-6054

※お子さん連れの場合はおんぶひもをご持参ください

♪　離乳食セミナー　（予約制 ・無料）

　専門の医師とスタッフが、いろいろな病気の治療法や

予防法について講演を行い、質問や相談にも答えます。

■とき　11/10（金）13：45 ～ 14：45

■ところ　四国中央病院 3階　講堂

■内容　講演「糖尿病と骨粗しょう症」

■講師　遠藤逸朗さん（徳島大学病院教授）　

■問い合わせ先　四国中央病院　58-3515

♪　四国中央病院市民公開講座 （無料）

♪　HITO 病院がん市民公開講座 （無料）

　がんに備える～地域で自分らしく過ごすために～

がん患者・経験者、家族によるトークを行います。

■とき　11/3（金・祝）14：00 ～ 15：00（受付 13：30 ～）

■ところ　HITO 病院 3階　大会議室

■問い合わせ先　HITO 病院　29-5320

休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00
※都合により変更する場合があります

月日 東部 西部

11/3
福田医院
23-2188（下柏）

白石医院
25-0777（豊岡町豊田）

11/5
加地医院
23-2039（三島中央）

大坪小児科
24-5254（三島中央）

11/12
川関高橋医院
56-2022（金生町下分）

松風病院
74-2001（土居町入野）

11/19
宮﨑内科
59-5000（妻鳥）

相引医院
74-3127（土居町入野）

11/23
ふじえだﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ
23-5864（中曽根）

あんどう整形外科
74-1715（土居町小林）

11/26
白石循環器科
58-0444（金生町下分）

生協宇摩診療所
25-0114（寒川）

12/3
井上整形外科ｸﾘﾆｯｸ
58-8700（金生町山田井）

みよし循環器ｸﾘﾆｯｸ
24-5311（寒川）

12/10
松岡整形外科
58-5455（川之江）

豊岡台病院
25-0088（豊岡町長田）

♪　HITO 病院健康フェスタ （無料）

■とき　11/18（土）11：30 ～ 14：30

■ところ　HITO 病院 3階　大会議室

■内容　講演、健康相談コーナー、測定コーナー、低カ

　　　　ロリーごはんやデザートなどの試食、デザート

　　　　サンプルの配布

■問い合わせ先　HITO 病院　29-5210

救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処置を

行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同じよう

な感覚で安易に救急外来を受診することのないよう、

適切な救急医療機関の利用をお願いします。

　11 月 12 日（いいひふ）は「皮膚の日」です。

■とき　11/12（日）13：00 ～ 16：00

■ところ　新居浜市医師会館（新居浜市庄内町 4-7-54）

■問い合わせ先

　中山皮膚科クリニック　0897-32-9062

　はらだクリニック　0897-43-3210

♪　皮膚がん無料相談



昨
年
の
小
富
士
公
民
館
祭
の
様
子

内容

参加費

定員

募集期限

対象者

講師

持参品

問い合わせ先

川
之
江
地
区
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

11
月
11
日
（
土
）
９
時
～

　
　
12
日
（
日
）
９
時
～

　（
11
日
）
作
品
展
、
カ
ラ
オ
ケ

発
表
会
　

（
12
日
）
作
品
展
、芸
能
発
表
会
、

バ
ザ
ー
な
ど

　
28
・
６
２
４
７

川之江

第
26
回
関
川
公
民
館
祭

11
月
26
日
（
日
）
９
時
～
15
時

関
川
小
学
校

　
作
品
展
、
芸
能
発
表
会
、
も

ち
投
げ
、
バ
ザ
ー
な
ど

　
28
・
６
３
６
３

関川

第
39
回
長
津
公
民
館
祭

11
月
26
日
（
日
）
９
時
～
13
時

　
作
品
展
、
芸
能
発
表
会
、
フ

ラ
フ
ー
プ
大
会
、
バ
ザ
ー
（
10

時
～
13
時
）
な
ど

※
雨
天
決
行

　
28
・
６
３
６
２

長津

第
25
回
土
居
公
民
館
祭

11
月
５
日
（
日
）
９
時
～
15
時

　
作
品
展
、
カ
ラ
オ
ケ
、
も
ち

投
げ
、
バ
ザ
ー
な
ど

　
28
・
６
３
５
８

土居

第
29
回
天
満
公
民
館
祭

11
月
12
日
（
日
）
９
時
～
14
時

　
作
品
展
、
演
芸
発
表
会
、
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
も
ち
つ
き
、

バ
ザ
ー
な
ど

　
28
・
６
３
６
０

天満 小富士

第
31
回
小
富
士
公
民
館
祭

11
月
12
日
（
日
）
10
時
～
15
時

小
富
士
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

体
育
館

　
作
品
展
、
七
五
三
行
事
、
カ

ラ
オ
ケ
、
野
点だ

て

、
バ
ザ
ー
な
ど

※
雨
天
決
行

　
28
・
６
３
５
９

第
37
回
松
柏
公
民
館
ま
つ
り

11
月
25
日
（
土
）
13
時
～

　
　
26
日
（
日
）
９
時
～

松
柏
公
民
館
・
松
柏
小
学
校
体

育
館

　
作
品
展
、
バ
ザ
ー
な
ど

※
25
日
は
作
品
展
示
の
み

　
28
・
６
０
６
２
　

松柏

豊
岡
町
文
化
祭

12
月
３
日
（
日
）
９
時
～
15
時

　
作
品
展
な
ど

　
28
・
６
０
６
７

豊岡

寒川

第
37
回
寒
川
地
区
文
化
祭

11
月
12
日
（
日
）
９
時
～
15
時

　
作
品
展
、
バ
ザ
ー
な
ど

　
28
・
６
０
６
６
　

第
40
回
中
曽
根
文
化
祭

11
月
25
日
（
土
）
13
時
～
17
時

　
　
26
日
（
日
）
９
時
～
15
時

　
作
品
展
、
バ
ザ
ー
な
ど

※
25
日
は
作
品
展
示
の
み

　
28
・
６
０
６
１

中曽根

新
宮
公
民
館
ま
つ
り

11
月
12
日
（
日
）

９
時
～
14
時
30
分

　
作
品
展
、
磐
座
太
鼓
公
演
、

バ
ザ
ー
な
ど

　
28
・
６
４
１
０

新宮

金田

第
38
回
金
田
町
民
芸
能
文
化
祭

11
月
５
日
（
日
）
13
時
30
分
～

11
月
11
日
（
土
）
９
時
～

11
月
12
日
（
日
）
９
時
～

　（
５
日
）
芸
能
・
カ
ラ
オ
ケ
大

会
　
（
11
日
）
作
品
展
、
囲
碁
大
会

（
12
日
）
バ
ザ
ー
、
パ
レ
ー
ド
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

　
28
・
６
２
５
１

妻鳥

妻
鳥
芸
能
文
化
祭

11
月
４
日
（
土
）
９
時
～

11
月
５
日
（
日
）
９
時
～

　（
４
日
）
作
品
展
、
も
ち
つ
き

大
会
　

（
５
日
）
作
品
展
、
芸
能
発
表
会

な
ど

※
芸
能
発
表
会
は
13
時
～

　
28
・
６
２
５
０

第
39
回
金
生
町
民
ふ
る
さ
と

ま
つ
り

11
月
26
日
（
日
）
９
時
30
分
～

　
作
品
展
、芸
能
発
表
、抽
選
会
、

バ
ザ
ー
な
ど

　
28
・
６
２
４
９

金生

親
の
婚
活
サ
ポ
ー
ト
の
会

「
も
う
い
い
会
」

11
月
25
日
（
土
）
13
時
30
分
～

　
独
身
の
市
内
在
住
の
子
ど
も

を
も
つ
親

　
子
ど
も
の
性
別
で
各
15
名
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

　
11
月
22
日
（
水
）
ま
で

　
１
年
以
内
の
子
ど
も
の
写
真

　
５
０
０
円

　
28
・
６
２
５
２

川滝
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宇摩法人会が市内小中学校にデジタルカメラを寄贈

　9月 20 日（水）、公益社団法人宇摩法人会（石﨑康
文会長）から市内の小中学校に、デジタルカメラ 25
台が寄贈されました。同会は、社会貢献活動の一環
として、本市の学校教育の発展に役立ててもらおう
と教育機器などを毎年寄贈しており、今回で 9回目
になります。なお、寄贈されたカメラは、市内小中
学校に 1台ずつ贈られます。

宇摩ゴルフ協会が特別支援教育支援寄附金を贈呈

　9月 22 日（金）、宇摩ゴルフ協会（合田浩三会長）
から、市内の福祉や教育関係団体への寄附金贈呈式
が行われました。これは6月に新居浜市で行われた「第
25 回四国中央市特別支援教育支援チャリティーゴル
フ大会」で、協賛企業や参加者から寄せられた支援
金 355 万円が寄附されたものです。

四国中央市民生児童委員協議会が検査器具を寄贈

　10 月 5 日（木）、　民生委員創設 100 周年を記念し、
四国中央市民生児童委員協議会（長野勝重会長）か
ら本市に知能検査セットが寄贈されました。寄贈さ
れた知能検査セットは、Palette（パレット）内にあ
る子ども若者総合相談センターで実施している発達
検査で活用されます。

編 集 後 記

　取材のため土居秋祭りかきくらべを訪れました。初め
て見るかきくらべに圧倒されながらも、勇壮な太鼓台
や担き夫たちを間近に見ることができ、心躍りながら
シャッターを切りました。（石）

　熱戦が続いたえひめ国体。市民ボランティアや競技補
助員を務めた中学・高校生、そして競技会場に響く大声
援…。多くの方々に支えられ、たくさんの愛顔と感動に
出会えた大会でした。（西）

　この間、公衆浴場でお会いした大豊町の方から量が多
い食堂の話を伺いました。全国的にも有名らしく行列が
できる程繁盛しているそうです。お値段も安く、おいし
いとの事なので、折をみて行こうと思いました。（和）

第 17 回全国障害者スポーツ大会
「愛顔（えがお）つなぐえひめ大会」出場報告

　10 月 11 日（水）、10 月 28 日から 30 日まで開催さ
れる第 17 回全国障害者スポーツ大会「愛顔（えがお）
つなぐえひめ大会」への出場報告に市内選手団が市
役所を訪れました。篠原市長は「それぞれの種目で
練習してきたことを精いっぱい発揮できるよう、頑
張ってください」と激励しました。

市役所に来訪された選手のみなさん

【フライングディスク】一柳初太郎さん、梶原純逸さん、
　　　　　　　　　加地 巧さん

【水泳】宮崎信博さん
【陸上】近藤智哉さん、河村康平さん
【バスケットボール女子】吉岡紗由さん
【車椅子バスケットボール】津島朋之さん
【バレーボール身体男子】松岡達也さん
【バレーボール身体女子】参鍋由美さん
【サッカー】東村 琉さん
【フットベースボール】岩崎玲音さん

■ 11/12 日（日）子育てフェスタ 2017　随時～
■ 11/19 日（日）産業祭　随時～　※雨で登場できない時あり

今月のしこちゅ～お出かけ予定 場所：伊予三島運動公園体育館



　

三
島
高
校
時
代
の
恩
師

　

数
学
が
苦
手
で
、
授
業
中
は
い
つ
も
外
を

ボ
ー
っ
と
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
と
き
数
学
の
中
川
文
生
先
生
（
現
在

の
川
之
江
高
校
校
長
）
が
「
わ
か
ら
な
い
な

ら
一
緒
に
解
い
て
み
よ
う
」
と
言
っ
て
、
私

の
席
の
前
に
ず
ー
っ
と
立
っ
て
い
る
ん
で

す
。
仕
方
な
く
解
き
始
め
ま
し
た
が
さ
っ
ぱ

り
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

中
川
先
生
は
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
何
分
も
か
か
っ
て
や
っ
と
解

け
た
と
き
先
生
が
「
ほ
ら
、
や
っ
た
ら
出
来

る
で
し
ょ
。
出
来
な
い
よ
り
も
出
来
る
ほ
う

が
、
知
ら
な
い
よ
り
も
知
っ
て
る
ほ
う
が
面

白
い
よ
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。

　

こ
の
と
き
高
校
１
年
の
２
学
期
で
し
た

が
、
中
川
先
生
に
勉
強
の
楽
し
さ
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
勉
強
に
対
す
る
姿
勢
が
変
わ
り

ま
し
た
。

　

大
学
に
進
学
し
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
楽

し
さ
を
い
つ
も
感
じ
な
が
ら
、
勉
強
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
は
あ
る
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
中
川
先
生
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

13
社
目
の
う
ち
が
？

　

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
向
け
の
商
品
を
探
し
て
い

て
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
手
会
社
の
商
品
に
目
を

つ
け
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
こ
の
社
長
は
、
日
本
の
化
粧
品
会
社
13

社
の
社
長
と
そ
れ
ぞ
れ
会
っ
て
契
約
先
を
決

め
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
何
と
か
13
番
目

に
入
れ
た
も
の
の
、
競
合
す
る
会
社
は
年
商

何
十
億
、
何
百
億
の
大
手
ば
か
り
。
当
時
私

の
会
社
は
年
商
２
０
０
万
で
し
た
。
明
ら
か

に
勝
ち
目
の
な
い
商
談
で
し
た
が
、
す
ぐ
に

フ
ラ
ン
ス
か
ら
い
く
つ
か
商
品
を
取
り
寄

せ
、
自
分
自
身
で
使
っ
て
み
ま
し
た
。「
絶

対
に
売
れ
る
」
と
思
え
る
商
品
で
一
つ
ひ
と

つ
に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
商
談
の
日
を
迎
え
、
社
長
に
商
品

の
分
析
結
果
を
必
死
で
伝
え
ま
し
た
。
自
分

の
と
こ
ろ
の
よ
う
な
小
さ
な
会
社
が
契
約
し

て
も
ら
え
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
本
当
に
良

い
商
品
だ
か
ら
、
契
約
で
き
な
く
て
も
こ
の

商
品
を
応
援
さ
せ
て
も
ら
う
と
正
直
な
気
持

ち
も
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
信
じ
ら
れ
な
い
メ
ー
ル
が
届
い

た
ん
で
す
。「
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
に
パ
リ

に
来
る
よ
う
に
」
と
。
そ
の
社
長
は
「
お
金

や
納
期
の
こ
と
を
言
わ
ず
商
品
の
こ
と
ば
か

り
話
し
た
の
は
美
千
子
だ
け
だ
っ
た
。
そ
う

い
う
人
と
仕
事
が
し
た
い
ん
だ
。
会
社
の
大

き
さ
な
ん
て
関
係
な
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
も
、
自
分
が
い
い
と
思
っ
た
商
品

に
出
会
っ
た
ら
、
現
地
に
足
を
運
び
、
開
発

者
や
経
営
者
と
直
接
会
っ
て
思
い
を
伝
え
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
人
生
の
切
符
は

　
　
　
　
　

自
分
で
持
た
な
き
ゃ
ダ
メ

　

自
分
の
人
生
の
切
符
は
自
分
で
持
っ
て
お

か
な
い
と
本
当
の
幸
せ
に
は
な
れ
な
い
と
思

う
ん
で
す
。

　

本
当
の
幸
せ
と
い
う
の
は
、
自
分
の
思
い

通
り
の
生
活
が
出
来
る
こ
と
で
、
私
は
こ
れ

ま
で
に
離
婚
し
た
り
、
多
額
の
借
金
を
背

負
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
自
分
を
不
幸
だ
と

思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
、
す
べ
て
自
分
が
決
め
た
よ
う
に
生
き

て
き
た
か
ら
で
す
。

　

特
に
女
性
の
み
な
さ
ん
に
は
、
結
婚
し
て

も
相
手
に
１
０
０
％
委
ね
る
の
で
は
な
く
、

自
分
の
人
生
の
切
符
は
し
っ
か
り
と
自
分
で

持
っ
て
い
て
欲
し
い
で
す
ね
。

vol.4

市内外で活躍する、本市に縁のある「ひと」を紹介する

ヒューマンヒストリー　～ルーツ～
Human  History  ～ Roots ～

（四国中央市ふるさとアドバイザー）

株式会社ビ・マジーク
代表取締役社長

宮
みや

﨑
ざき

　美
み

千
ち

子
こ

さん

プロフィール

　三島金子出身。三島小学校、三島西

中学校、三島高校を卒業後、福岡大学

法学部に入学。大学卒業後福岡市内の

建設会社に一般事務職で入社。勤めな

がら通ったメイクアップスクールを卒

業後、上京し株式会社マンダムの子会

社株式会社ミックに入社。

　マンダムグループ会社で女性最年少

の 31 歳で課長職に抜
ばっ

擢
てき

され、国内外を

飛び回っていたが、33 歳の時、結婚を

機に退社。翌年に長男を出産。

　37 歳で離婚し、化粧品会社に再就職

したが起業を勧められ 38 歳の時に株式

会社ビ・マジークを設立。スイスの「ビ

タクリームＢ 12」の日本での独占販売

権を取得し、2011 年から出演していた

ショップチャンネルで 1 時間で 1 億円

以上を売り上げ、カリスマ社長として

有名になる。

　2015 年、ダイヤモンド社から著書

「セールスは 1分で決まる」を出版。

　現在、社長業だけでなく、自身の経

験をもとに短期大学部特別講師として

学生に講義したり、企業で講演したり

と多忙な日々を送っている。

　44 歳の時に宍戸開さん（俳優）と結婚。

広
報
四
国
中
央　

11
月
号

　
　
　
　

  

（
平
成
29
年
11
月
１
日
発
行
）

四
国
中
央
市
役
所　

総
務
課　

広
報
広
聴
係

愛
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四
国
中
央
市
三
島
宮
川
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丁
目
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55
号
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・
28
・
６
０
０
０

編集・発行

ご主人の宍戸開さんと一緒に 1時間で 1億円分売った
　　　　　ビタクリーム B12



編集委員　◎印は委員長 ○印は副委員長

◎吉田善三郎　 ○石川　　剛　 吉原　　敦　 国政　　守　 三好　　平　 苅田　清秀　 原田　泰樹

〔お問い合わせ先〕

〒799-0497愛媛県四国中央市三島宮川４丁目６番55号(四国中央市議会内)  TEL 0896-28-6048

《議会だより編集委員会》



※紙面の都合上、質問は抜粋しています。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中。産業建設委員会の審査概要

◎山川　和孝　○篠永　誠司　　国政　　守　　原田　泰樹　　　◎委員長

　青木　永六　　曽我部　清　　石川　秀光　　　　　　　　　　○副委員長

●議案第 69 号「四国中央市住宅マスタープラン委員会条例の制定について」

質問　　四国中央市住宅マスタープランは、コンサルタント会社

　　　に対して基本的な計画や政策など当市の考え方を示してい

　　　るのか。

答弁　　コンサルタント会社に対しては、仕様書等で契約に基づき

　　　現在作業中である。住宅マスタープランというのは住生活基

　　　本法に基づいて国が制定している。国が一昨年策定し、昨年

　　　愛媛県が住生活基本計画を策定した。いずれも福祉政策分野

　　　について、国の政策、県の住宅政策がさらに強化された内容

　　　となっているので、そういった部分を当市のマスタープラン

　　　に反映するような形で作成を依頼している。

　　　　なお、当市の特性もあることからデータ等の分析によっ

　　　て当市の特性に合ったものが出てくるものと考えている。

●議案第 71 号「四国中央市旅客自動車条例の一部を改正する条例について」

質問　　せとうちバスが廃止となり福祉バスを増便することによりカバーできるのか。

答弁　　せとうちバスが廃止となるが、上山下部線を増便することでカバーできると思う。

質問　　新宮地区から徳島県三好市へ乗り入れしている天日・茂地線と鳩岡・茂地線の２路線は、

　　　天日までは同じ路線であり鳩岡・茂地線は鳩岡集会所まで行くようになっているが別便なのか。

答弁　　天日・茂地線と鳩岡・茂地線の路線は別便である。

●議案第 73 号「平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第２号）」所管分

質問　　東予東部圏域振興イベント実行委員会負担金の内容について伺う。

答弁　　東予東部圏域振興イベント実行委員会負担金だが、イベントは西条市、新居浜市、四国中

　　　央市と県及び東予東部圏域の関係団体等が連携し、平成 31 年度に実施予定である。

　　　　現在、準備委員会を立ち上げ基本計画の策定を進めている。今後、11 月中旬をめどに実行

　　　委員会設立を予定している。

　　　　実行委員会の開催経費やイベントの実施計画策定業務、アドバイザーの設置、シンポジウ

　　　ム開催等の経費として総額 997 万円程度であり、内訳は県が２分の１、市が２分の１となっ

　　　ており市の２分の１については３市で平等割となる。

質問　　担い手農地利用集積支援事業補助金の内容について伺う。また、認定農業者経営改善支援

　　　事業の認定事業者と経営改善の支援内容について伺う。

答弁　　担い手農地利用集積支援事業補助金だが各集落単位で作成される「人・農地プラン」で位

　　　置づけられた個人、法人、集落組織等、「経営体」と呼んでいるが、その経営体が農地を借り

　　　受けて集積するのに必要となる農業機械や農業施設などの導入を支援するものである。対象

　　　の面積は水田・畑作については５ヘクタール、果樹作は３ヘクタール以上であり、平成 27 年

　　　度からの事業であったが要望がなく今回初めて実施する予定である。補助率については、事

　　　業費の３分の２以内となっており内訳は県３分の１、市３

　　　分の１である。次に認定農業者経営改善支援事業について

　　　は、県の補助であり市主体で平成 26 年から実施している。

　　　認定農業者は、さまざまな経営計画を出し認定を受けた農

　　　業者に対して農業用機械や農業用施設の購入・整備に対し

　　　て３分の１以内の補助となる。今回は５件の経営体から要

　　　望があったが２件採択をした。認定農業者の数は、８月 31

　　　日現在で経営体数が 121 件、うち農業法人等で 19件となっ

　　　ている。

公営住宅

農業用機械（イメージ）



※紙面の都合上、質問は抜粋しています。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中。教育厚生委員会の審査概要

◎西岡　政則　○吉原　　敦　　飛鷹　裕輔　　眞鍋　幹雄　　　◎委員長

　谷内　　開　　川上　賢孝　　吉田善三郎　　　　　　　　　　○副委員長

●議案第 70 号「四国中央市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

　　　　　　　 る条例の一部を改正する条例について」

質問　　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業に係る支給認定証の詳細を伺う。

答弁　　支給認定証については、児童の氏名及び生年月日、保護者の氏名及び生年月日、居住地、

　　　支給認定区分、保育必要量、保育を必要とする事由、有効期限を記載した書類である。

質問　　旧の支給認定証はどのようにするのか伺う。

答弁　　旧の支給認定証について、発行しているものは順次回収する予定である。

●議案第 73 号「平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第２号）」所管分

質問　　学校管理費における工損調査委託料について、

　　　新宮小中学校は建設時に調査を行っているが、

　　　今回の調査でさらに工損箇所の調査を行うのか

　　　伺う。

答弁　　新宮小中学校新築工事に係る事前調査、事後

　　　調査はともに終了している。工損調査委託料

　　　141 万 9,000 円については、事後調査の結果に

　　　基づき実質３者程度に対する補償費を算出する

　　　ための委託料である。

質問　　学校給食費における消耗品費について、食器の場合、人体に影響を及ぼす食器が少しでも

　　　あれば危険があると思われるが、どのような食器を使用するのか伺う。

答弁　　消耗品費 250 万円に係る経費については、三

　　　島学校給食センターで現在使用している深皿の

　　　食器が異物混入を招くおそれがあるほど、老朽

　　　化しているため、新しい食器に交換する費用で

　　　ある。

　　　　現在の食器は、プラスチックの一種であるポ

　　　リプロピレン素材であるが、新しい食器は、ペ

　　　ン樹脂と呼ばれる、より安全とされてる材料で

　　　作られ、東部学校給食センターでも使用できる

　　　物を買いそろえたい。

質問　　市財産整備事業について詳細を伺う。

答弁　　工事費については、基幹相談支援センターを商工会館の１階に開設しているが、福祉会館

　　　１階の社会福祉協議会の入浴サービス室の隣に、ほぼ現状のまま、床・照明・エアコン等の

　　　改装を行い移転する。見積額は 83 万 1,600 円となっている。

　　　　また、地域活動支援センターココロンを宇摩自治会館に設置しているが、パレットの新設

　　　に伴い、親子ホームの後に移転することにしていることからも構造上は変わらないが、必要

　　　な設備等の改修の工事費 129 万 6,000 円を予定している。

質問　　金生公民館新築事業について、進捗状況も含めて詳細を伺う。

答弁　　金生公民館新築事業 1,413 万 8,000 円のうち 1,298 万 2,000 円については川之江庁舎解体

　　　に伴う工損調査である。残りの 115 万 6,000 円は、川之江庁舎にある電話交換機を川之江文

　　　化センターへ移設する工事費である。

　　　　スケジュールについては、来年度に解体工事と埋蔵文化財の調査を行い、平成 31 年度に建

　　　設予定である。

新宮小中学校

現在の食器 新しい食器



※紙面の都合上、質問は抜粋しています。

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中。総務市民委員会の審査概要

◎井川　　剛　○石川　　剛　　三好　　平　　三宅　繁博　　　◎委員長

　山本　照男　　苅田　清秀　　石津千代子  　谷　　國光　　　○副委員長

●議案第 72 号「四国中央市保健センター条例の一部を改正する条例について」

質問　　川之江保健センターは、取り壊すということになるのか。

答弁　　川之江保健センターは、９月 30 日をもって用途廃止となるが、10 月１日からは、来年度

　　　から入居予定である商工会議所が、施設の改修をしていく。

質問　　乳幼児健診のときにしていたブックスタート事業などは、どうなるのか。

答弁　　現在まで同様実施するが、川之江保健センターで実施していたブックスタートは、10 月か

　　　ら平成 30 年３月までは、四国中央市保健センターで実施する。

●議案第 73 号「平成 29 年度四国中央市一般会計補正

　　　　　　　 予算（第２号）」所管分

質問　　マイナンバーカードの現在の発行状況を伺う。

答弁　　マイナンバーの交付率は、4,965 件で 5.55％で

　　　ある。

質問　　新ふるさとづくり総合支援事業補助金とはどう

　　　いうものか。

答弁　　自治体や民間団体が実施する地域づくり事業等

　　　に要する経費に対して助成されるものであり、ソ

　　　フト事業が主である。

　　　　今回補正する企画費県補助金は、新居浜市・西

　　　条市・当市で構成するものづくり３市連携推進協

　　　議会が実施する移住フェアへの出展や、情報誌・

　　　ポスター作成などの情報発信事業に係る当市負担

　　　額に対して、２分の１の補助を受けるものである。

質問　　地域コミュニティ活性化事業は、以前の川滝・

　　　豊岡・蕪崎の３地区を終わらせて、新たに三島地

　　　区・中曽根地区を実施するものか。

答弁　　平成 26 年度から実施していた３モデル事業に

　　　ついては、平成 28 年度末で終了した。新たに平

　　　成 29 年度からの事業として募集をかけたが、17

　　　地区のうち三島地区と中曽根地区のみの応募であ

　　　り、モデル事業から本格移行した川滝・豊岡・蕪

　　　崎の３地区と合わせて５地区で実施する。

●議案第 74 号「平成 29 年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」

質問　　退職者医療交付金返還金の内容を伺う。

答弁　　歳入に療養給付費等交付金というのがあり、退職被保険者等の医療費については、この交

　　　付金によって賄われるものである。平成 28 年度の退職者医療費等が確定したことに伴い、清

　　　算したところ、約 1,140 万円が超過交付となっており、社会保険診療報酬支払基金に返還す

　　　るものである。

　　　　なお、退職被保険者は、平成 28 年度平均で 849 人である。

豊岡地区コミュニティの様子

マイナンバーカード

移住フェアの模様



　

青木 永六 議員

◆三島川之江インター周辺は、自然災害や街づくり上も中核病院建設適地ではない

　　　６月議会での篠原市長の、中核病院建設地は「三島川之江インター周辺が最適地」と取れる発言は問

　　　題である。高速道路は「中央構造線」の直下にあり大地震で崩壊の危険があり、また総合病院が市東

　　　部に偏り過ぎであり、「協定書」どおり三島地区への建設を求める。

　市民部長
　三島医療センターは、東日本大震災を経て液状化等の問題が出てきており、また四国中
央病院の経営悪化に伴い、経営改善を最優先するとされたことから、中核病院の建設場所
については全く白紙の状態となり、その後市と公立学校共済組合本部との間で議論・検討
は行っていない。今後経営改善が進み、建設候補地選定の際には、基本協定書の内容に配
慮しながら、市民の利便性や居住の状況、病院の経営環境や経済性、当該圏域の災害拠点
病院としての立地条件の適否等、さまざまな角度から検討がなされるものと考えている。

その他の質問　〇人権・同和問題の今日的課題　○選挙公報の実施を求める

◆障がい者雇用の拡大について

　　　障がいのある方の就労意欲は高まっており、自立した生活を送ることができるよう望まれている。

　　　また、保護者のアンケートに寄せられた声にも、企業や福祉施設での就労を望まれている。法定雇

　　　用の達成割合及び、企業のさらなる障がい者雇用の拡大に向けての取り組みを伺う。

　経済部長・福祉部長
　本市において、法定雇用率以上の割合で障がい者を雇用する義務のある対象企業数は
114 社であり、うち達成企業数は 53 社で達成企業割合は 46.5％となっており、数年前より
増加傾向にある。現在ハローワークでは、障がい者を短期間雇用し、その方の適正などを
見極めて継続雇用へつなげていくための奨励金制度を設けており、市としても、ハローワー
クや商工会議所等と連携し障がい者雇用の啓発や広報活動を行い、雇用の推進に寄与した
いと考えている。

その他の質問　○道路整備について谷内　 開 議員

　　　

◆国民健康保険の「都道府県化」による値上げはしないこと

　　　愛媛県国民健康保険運営方針連携会議の現在の到達点を、保険料・保険税方式、賦課方式を含め問う。

　　　厚生労働省の試算方針の変更点を明示し、県下の市町ごとの「実際の一人当たり・世帯当たりの保

　　　険料額の比較」を公表し、制度移行による値上げはせず、国保料の引き下げを求める。

三好　 平 議員

　市民部長、国保医療課長
　保険料・保険税方式については、平成 30 年度からの県内統一は見送り、引き続き検討す
ることになっており、賦課方式は、保険料を統一する際に検討すべき課題として整理され
ている。試算方針は、①公費のあり方の検討結果を踏まえ、初めて新制度を前提とした試
算であること、②より現状に近い規模としていること、③激変緩和を予行する点で変更さ
れていること、とされており平成 30 年度の国保料については、今回の試算結果や仮係数を
使用した推計結果をもとに検討していき、被保険者に過度な負担が発生することのないよ
う、協議を進めていきたいと考えている。

その他の質問　○固定資産税の課税方法について　○市民の声にどう応えるか

　

　
◆市営住宅について

　　　空き家があるのに入居できない理由の一つである政策空き家とは何か、定義を伺う。市内 2,493 戸

　　　の住宅の管理体制は。耐震性が確保できていない老朽住宅の建てかえ計画は。今後、入居希望者に

　　　は親身になって対応していただきたいと思うが、いかがか。

　市長、副市長、建設部長、建築住宅課長
　政策空き家について定義されたものはなく、根拠となる法律や条例も制定されていない
ことから、県と同様に事故物件等で募集を行っていない部屋、大規模な修繕が必要、もし
くは用途廃止を行うために募集を行っていない部屋をいわゆる政策空き家としている。市
営住宅の管理については、通常業務の範囲内では対応できているものの、各戸の実態の状
況把握等の全般的な管理業務となると、担当の負荷が増加すると認識している。老朽住宅
の建てかえについては、今期マスタープラン策定の後、長寿命化計画の見直しによって位
置づけられるものと考えている。市営住宅は住宅困窮者に対するセーフティーネットであ
ることから、ルールにのっとった上で、どこまで要望に応えられるかを検討する姿勢で相
談対応に臨み、今まで以上に親切丁寧な対応を心がけてまいりたい。井川　 剛 議員



◆人材育成について

　　　人口ビジョン総合戦略を策定し、地域の活性化、雇用の拡大、人口増加につなげるさまざまな事業

　　　を展開しているが、中でも土居高等学校の「紙のまちづくりに貢献する人材の育成事業」に対する

　　　支援から、今日に至る人材育成に向けた支援の現状を伺う。

　副市長、教育長、経済部長
　土居高校が、平成 27 年度に地方創生事業として産官学金連携のもと取り組んだ「紙のま
ちづくりに貢献する人材の育成事業」が、平成 28 年度には、さらに内容を発展させ「紙の
まち魅力化プロジェクト」と名称を改め各種事業が実施された。市としても、この取り組
みを踏まえ、今年度から新たに地方創生推進交付金を活用した「地域産業人材定着事業」
を展開し、市内の小学生から大学生に至るまでの幅広い世代に対し、一貫した地場産業の
ＰＲを行なうことにより、地元企業に興味をもち、理解を深め、ふるさと回帰の気運が醸
成されるよう取り組んでいる。

その他の質問　○子育てについて 眞鍋 幹雄 議員

　◆小中学校、幼稚園、保育園、認定こども園の冷暖房設備について

　　　冷暖房設備の本市の設置状況、エアコンの国・県・県内外近隣他市の設置状況、本市の全教室に設
　　　置する場合、予算はどの程度になるか。エアコンの導入に本市はどのような考えか、また今後の計
　　　画はどうか。保育園に設置済みならば、幼稚園にも設置すべきではないか、考えを問う。

山川 和孝 議員
その他の質問　○本市の国民保護対策について　○市民文化ホールの管理・運用について
　　　　　　　○放課後児童クラブの現状、今後の方針について

吉原　敦 議員

　市長、副市長、福祉部長、教育委員会事務局指導部長、発達支援課長、学校教育課長
　新居浜特別支援学校の児童生徒数は 263 名だが、そのうちの 116 名、率にして 44.1％が
当市の出身者となっており、新居浜市出身者の 105 名よりも多く、在籍者数は増加傾向に
ある。在籍している児童生徒の御家庭には、通学方法や通学時間において身体的・経済的
な負担をおかけしている点はもとより、就学期間において地元との関係性が薄れることや、
卒業後の社会的な自立などの点においての不安から、特別支援学校分校の設置を強く望ま
れる重要性や緊急性を認識している。今後も設置に向けて粘り強く協議を続けて、共生社
会の実現を目指して取り組んでいきたいと考えている。

◆当市特別支援学校設立の緊急性について等、障がい児・者サービスの課題について

　　　四国中央市に特別支援学校をつくることへの緊急性について、生徒数の増加と現通学家族へのアン

　　　ケート結果により強く求める。子ども若者発達支援センターのサービス拡大の妨げとなっている、

　　　従事者の待遇の見直しを望む。障がい傾向の子供の就学進路決定システムを問う。太陽の家の虐待

　　　防止の実情を問う。

　◆小中学校等の施設整備についての所見を伺う

　　　市内小中学校施設整備の概要、必要性、優先順位について、喫緊の課題であることから当市の見解

　　　を伺う。また、教育環境や子供にとっての教育上の良好な環境づくりのため、施設整備とあわせて

　　　小中学校統廃合についての見解を伺う。

　教育長、教育委員会事務局管理部長
　今年度は市内の小中学校の耐震化工事が終了する予定である。今後の課題として消防設
備や老朽化したトイレや電気設備の改修など、施設の延命のための改修を行っていく必要
があり、平成 32 年度までに策定を求められている「学校施設長寿命化計画」の中で、改修
内容の優先順位等を検討していきたい。また長期的には、児童数の推移や学級編成の動向
なども注視し、本市としてこれからどのような教育を進めていくのか根本的な視点に立ち、
それぞれの学校の状況や課題を十分に考慮しながら、小中学校の統廃合を検討しなければ
ならないと認識している。

その他の質問　〇地域公共ネットワークについて　○市内施設整備について
　　　　　　　○投票所のバリアフリーについて国政　 守 議員

　教育委員会事務局管理部長、教育総務課長
　市内の小中学校のエアコン設置状況は、普通教室 20.1％・特別支援教室 71.7％・特別教
室 27.8％となっている。全国の状況は、普通教室 49.6％・特別教室 34.6％、本県は普通
教室 5.9％・特別教室 18.9％、隣の新居浜市は普通教室 1.5％・特別教室 29.8％、隣県の
観音寺市・三好市は普通教室 100％・特別教室 80％程度である。本市の全教室にエアコン
を設置する場合、１教室 200 万円とすれば小中学校で９億円余り、公立幼稚園で 3,000 万
円の予算が必要となるので、当面は特別支援教室を優先していきたい。また、幼稚園は、
保育園とは園児を預かる時間が大きく異なることなどから設置が進んでいない。公立の認
定こども園は全室設置する予定。認定こども園に移行しない幼稚園は、教育施設全体の中
で検討された結果を踏まえて対応していきたいと考えている。



　
◆ゲリラ豪雨による土砂災害、河川の氾濫への備えについて

　　　土砂災害警戒区域の指定はどの程度進み、未指定地域の今後の見込みはどのようになっているのか。

　　　また、防災訓練をより効果的に、実際に意義あるものにするためにも、親子での参加が期待される

　　　と考えられるが、この点についてどのように考え取り組んでいくのか。

　建設部長、消防長、建設課長、安全・危機管理課長
　土砂災害警戒区域の指定は、339 カ所の危険箇所のうち 149 カ所が指定済みであり、未
指定箇所については愛媛県において基礎調査が進められており、調査の完了した箇所から
地元住民への説明会などを行い、指定への手続きを進めて行くことになる。
　また、親子が参加する防災訓練の必要性については、家族一人ひとりの防災意識の向上
と家族間のきずなを深めるといった観点からも非常に意義深いものであると認識しており、
今後、さまざまな状況を想定した防災訓練を実施していきたいと考えている。

石川　 剛 議員 その他の質問　○森林産業について　○トレイルランニングイベントについて

飛鷹 裕輔 議員

　教育長、教育委員会事務局指導部長、学校教育課長
　教員の時間外勤務の内容については、授業の準備や成績処理、部活動の指導に費やす時間
が多く、その他では、学級通信作成などの事務処理、関係機関やＰＴＡとの会合が多くなっ
ている。なお、教員の定数は法律で定められており、市で独自でふやすことはできないもの
の、行事や会議の見直しや部活動に休養日を設けるなど、教員の負担軽減に取り組んでおり、
今後も学校現場の業務改善を進めていきたいと考えている。

◆教員の長時間労働横行、多忙化の解消は、待ったなしの課題

　　　中学校教員の約６割、小学校教員の約３割が過労死ラインを超える月 80 時間以上の残業を行う長

　　　時間労働となっていることから、教員の勤務内容や学校長からの勤務記録の改ざん指導の有無など、

　　　長時間勤務の実態について伺う。また、教員の負担軽減は急務であり、子供たちの教育の充実のた

　　　めにも教員をふやすべき。

その他の質問　○特別養護老人ホーム設置など高齢者福祉は市の直営で実施を求める
　　　　　　　○通級指導教室について　○臨時職員の処遇改善について

一 般 質 問
紙面の都合上

一般質問の一部

を掲載してい

ます。　 　

議会を傍聴してみませんか ?

　本会議及び委員会は原則として公開していますので、どなたでも傍聴することができます。傍聴を希望され

る方は、本会議及び委員会当日に、市役所５階で傍聴人受付簿に住所、氏名を御記入の上、傍聴してください。

　また、本会議の模様は市役所２階ロビーのテレビ、ケーブルテレビ、インターネットで生中継をしています。

※ ９月定例会の委員会の委員長報告をケーブルテレビで放送しています。

　 放送時間等は不定ですので御了承ください。

 本会議での発言を記録した９月定例会の「会議録」を、12 月上旬に市役所本庁ロビー、各庁舎及び市内各図

書館に備えます。

 また、四国中央市議会ホームページにも全文掲載します。検索も可能ですのでごらんください。
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議 案 第 81 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議

長

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 82 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

29 年請願第１号 ○ × × × × ○ × × × × × × × × × ○ × × × × ×

各議員の議案に対する賛否の状況 ※ 賛否等の分かれた案件を記載しています。

※ ○：賛成　×：反対

番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

決算特別委員会の設置について（議長発議） 原案可決

決算特別委員会委員の選任について 選　　任

　　　　　　 北朝鮮のミサイル発射及び核実験実施に対する意見書〔抜粋〕

　北朝鮮により行われた９月の弾道ミサイルの発射や核実験は、関連する国連安全保障理事会決議の明

白な違反であり、核兵器不拡散条約を中心とする国際的な軍縮・不拡散体制への、明らかな挑発行為と

いえ、グアム島周辺に向けて弾道ミサイルが発射された場合は、本県の上空を通過させるという、看過

しがたい暴挙として断じて許すことができないものである。

　人類で最初の原子爆弾が投下された我が国の平和への願いを考えるとき、本市議会としては、このた

び、核実験が行われたことに対して、強い憤りを覚えるところである。よって、国においては、北朝鮮

に対し毅然とした姿勢で強く抗議するとともに、軍事衝突を避けるための対話のリーダーシップを取る

など国際社会との連携を強化し、北朝鮮の脅威から我が国を守るため、あらゆる措置を講じられるよう

強く要望する。

意見書２件が可決されました

　平成 29 年第３回定例会において意見書２件が上程され全会一致で可決されました。よって、政府等

に対し意見書を提出しました。また、内容については以下のとおりです。

「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」における

　　　　　　　補助率等の嵩上げ措置の継続に関する意見書について〔抜粋〕

　四国中央市は平野が少なく、山間部を抱える地域的な特性から、全国平均よりも道路整備が遅れてい

るが、道路は地域経済の活性化や住民生活の安全・安心を確保するための最も基本的かつ重要な社会資

本であることから、国からのさまざまな支援を受け、通学路の安全対策や道路構造物の長寿命化などの

対策を実施してきたものの、今後においても多くの課題が残されているといえる。

　現在は、「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」により交付金事業の補助率等は

嵩上げされているものの、嵩上げは平成 29 年度までの時限措置であり、平成 30 年度以降の補助率の低

減は、道路整備の停滞を招くことが懸念されることから、現行制度を継続するとともに、必要な道路整

備の推進が図られるよう、更なる拡充等の措置を講じられるよう強く要望する。

意見書第２号

意見書第３号



番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第 69 号 四国中央市住宅マスタープラン委員会条例の制定について 原案可決

議案第 70 号
四国中央市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について
原案可決

議案第 71 号 四国中央市旅客自動車条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 72 号 四国中央市保健センター条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 73 号 平成 29 年度四国中央市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 74 号 平成 29 年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 75 号 平成 29 年度四国中央市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 76 号 平成 29 年度四国中央市寒川東部臨海土地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 77 号 平成 29 年度四国中央市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 78 号 平成 28 年度四国中央市水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 79 号 平成 28 年度四国中央市簡易水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 80 号 平成 28 年度四国中央市工業用水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第 81 号 東部学校給食センター新築工事（建築）請負契約の締結について 原案可決

議案第 82 号 東部学校給食センター新築工事（電気）請負契約の締結について 原案可決

議案第 83 号 物品購入契約の締結について 原案可決

認定第１号 平成 28 年度四国中央市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について 継続審査

認定第２号
平成 28 年度四国中央市水道事業会計決算、平成 28 年度四国中央市簡易水道事
業会計決算及び平成 28 年度四国中央市工業用水道事業会計決算の認定につい
て

継続審査

意見書第２号
「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」における補助率等
の嵩上げ措置の継続に関する意見書について 

原案可決

意見書第３号 北朝鮮のミサイル発射及び核実験実施に対する意見書について 原案可決

29 年

陳情第１号
土居町の移動販売車設置を求める陳情 継続審査

28 年

請願第４号
安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める請願 継続審査

29 年

請願第１号
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 不採択

28 年

陳情第１号

家族従業者の人権保障のため「所得税法第 56 条の廃止を求める意見書」採択

を求める陳情
継続審査

平成 29 年 第３回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧



　平成 29 年第３回定例会は、去る９月５日から 22
日までの 18 日間の会期で開かれました。
　今定例会には、平成 29 年度一般会計補正予算を初
めとする市長提出議案 15 件、認定２件、意見書２件、
陳情１件が上程されました。

2017.11.1 NO.54

鐘踊り

　新宮町上山字西之庄稲茎神社の境内社

大西神社は、戦国武将の大
おおにしびっちゅうのかみもとたけ

西備中守元武

を祀っている。

　元武は踊り好きであったとも伝えられ、

日照りが続けば雨
あまごいおど

乞踊り、豊作には豊作

踊りを奨励し、自らもまた踊りを楽しんだという。

　諸説あるが、後世、大西家の子孫が、元禄年間

（1680 年代）念仏踊りとして追善供養のため始め

られたのが鐘踊りであると言われている。それか

ら 300 有余年、旧暦８月１日（八
はっさく

朔）に奉納され

ていたが、現在は８月の最後日曜日に執り行われ

ている。

　踊りの構成は、太鼓２人、鉦
かね

10 人（大関１人、

小関１人、関脇２人、ふくろ６人）、なぎなた４人

（少女）、はつり４人（少年）、面１人（猿
さるたひこ

田彦）、

棒振り１人の総勢 22 名からなる。

　昭和 43年には、愛媛県無形民俗文化財に指定さ

れている。
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